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20世紀 21世紀

市民の皆さんと一緒に！21世紀へ…
21世紀記念事業「世紀越えカウントダウン」＆新春「ご来光ウォーク」

会場
は

大に
ぎわ
い

「世紀越えカウントダウン」 輝
か
し
い
21
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、21
世
紀
記
念
事
業
と
し

て
「
世
紀
越
え
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
と
新
春
「
ご
来
光
ウ
ォ
ー
ク
」

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
方
と
と
も
に
新
世
紀
を
祝
い
ま
し
た
。

井型ファイヤーのたかれた会場には、約5,000人

が参加され、カウントダウンや大抽選会などを楽

しみました。（大池総合公園）

新
春
「
ご
来
光
ウ
ォ
ー
ク
」

元旦の６時、河合小学校・

河合西駅から「ご来光ウォ

ーク」で「金鑵城遺跡広場」

までの道のりを歩きました。

会場では残念ながら新世

紀最初の初日の出を見るこ

とはできませんでしたが、

お雑煮を食べたり、太鼓の

演奏や、獅子舞の見事な舞

を楽しみました。

今
年
か
ら
趣
向
を
変
え
て
！

成

人

式

新
成
人
の
73
％

　

4
6
9
人
が
参
加

市
で
は
、「
成
人
の
日
」
の
１

月
８
日
、
新
成
人
６
４
３
人
の
う

ち
、
４
６
９
人
が
出
席
し
成
人
式

を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の

代
表
１６
人
が
「
２１
世
紀
の
始
ま
り

の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
ス

タ
イ
ル
の
成
人
式
を
」
と
昨
年
９

月
か
ら
会
合
を
重
ね
、
従
来
の
内

容
を
一
新
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
や
成
人
の
誓
い
な
ど

堅
苦
し
い
部
分
を
省
き
、
新
成
人

の
代
表
と
市
長
の
ト
ー
ク
や
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
な
ど
で
今
ま
で
に
な
い
成

人
式
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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市
で
は
、

第
二
の
成
人
式

と
し
て
位
置
づ
け
た
「
エ
イ
ジ
・

ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
２
０
０
１
」
を
１
月
１３
日
（土）
、
小
野

市
伝
統
産
業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た
６５
歳
の
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
ト
ー
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
桂
三
枝

さ
ん
の
ト
ー
ク
や
映
像
な
ど
で
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
り
、

「
第
二
の
成
人
式
」と
も
い
え
る
こ
の
パ
ー
テ
ィ
を
き
っ
か
け
に
、

元
気
な
第
二
の
青
春
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
前
期

高
齢
者
、
特
に
６５
歳
に
な
ら
れ
る

元
気
な
方
が
、
地
域
社
会
の
主
役

と
し
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ

る
こ
と
で
、
社
会
が
豊
か
で
活
力

あ
る
も
の
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
な
社
会
参
加
が
自
ら
の
心

の
豊
か
さ
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
夢
と
喜
び
あ
ふ
れ
る

「
生
涯
青
春
」
の
除
幕
、
創
造
的

ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
新
た
な
契

機
と
し
て
、
６５
歳
到
達
者
を
対
象

と
し
た
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事

業
（
個
性
的
人
間
性
尊
重
主
義
復

興
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
６５
歳
の
対
象
者
２
０

５
人
の
方
が
出
席
さ
れ
、
記
念
パ

ー
テ
ィ
で
親
交
を
深
め
た
後
、
出

席
さ
れ
た
４
人
の
方
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
交
え
な
が
ら
、
時
代
を
振

り
返
っ
た
ビ
デ
オ
を
楽
し
み
ま
し

た
。そ

の
後
、
記
念
写
真
・
休
憩
を

は
さ
み
、
い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね

の
桂
三
枝
さ
ん
が
登
場
さ
れ
、
サ

ン
・
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
り
、
数
人

が
壇
上
に
上
が
り
、
三
枝
さ
ん
と

話
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
内
は
終
始
、
笑
い
と
笑
顔

が
絶
え
ず
、
明
る
い
雰
囲
気
で
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
今
後
も
、
こ
の
パ
ー
テ
ィ

は
、
桂
三
枝
さ
ん
を
招
い
て
開
催

し
ま
す
。

テ
ー
マ
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
や

「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
」

に
つ
い
て
と
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
提
案
等
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
各
中
学
校
区
で
４
回
、

全
市
域
対
象
に
１
回
の
計
５
回
開

催
し
、
参
加
者
１
６
３
人
か
ら
１

０
６
件
の
意
見
・
提
案
等
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
提

案
等
は
、
各
部
署
に
回
付
し
対
応

に
つ
い
て
、
検
討
、
協
議
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
る
管
理
を
し
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
活
用
を
し
て
い
き
ま

す
。当

日
は
、
市
長
が
市
政
報
告
を

し
、
そ
の
あ
と
参
加
者
か
ら
意
見

や
提
案
等
を
お
聴
き
し
て
い

く
中
で
順
次
答
え
て
い
き
ま

し
た
。

市
政
報
告
の
中
で
は
、
現

在
進
め
て
い
る
温
泉
活
用
施

設
や
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ラ
ン
ド
整
備
事

業
（
仮
称
）、
庁
舎
周
辺
整

備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
３０
分

程
度
か
け
て
概
要
を
説
明
す

る
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
市
の
取
り
組
み
が
よ
く
わ

か
っ
た
と
か
、
楽
し
め
る
施

設
が
で
き
る
こ
と
を
聞
か
さ

れ
る
と
、
早
く
施
設
が
で
き

れ
ば
…
と
の
期
待
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
さ
れ
た
意
見
・
提
案

等
は
、
働
く
女
性
の
子
育
て
や
日

常
生
活
に
密
着
し
た
意
見
な
ど
が

多
く
、
項
目
別
に
み
る
と
、
公
共

施
設
の
設
置
や
利
用
等
に
関
す
る

こ
と
、
つ
い
で
福
祉
、
医
療
、
教

育
に
関
す
る
こ
と
の
順
と
な
り
ま

し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
女
性
の
皆

さ
ん
の
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
」
の
意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
広
聴
業
務
を
通
し
た
中
で
、「
女
性
だ
け

の
懇
話
会
」
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
て
、

昨
年
１１
月
に
「
女
性
の
市
政
懇
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
涯
青
春
へ
の
第
一
歩
に
…

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・

　
　
　
　
パ
ー
テ
ィ
2
0
0
1

〜

第
二
の
成
人
式

に

　
　
　
　
　
　
　
2
0
5
名
が
参
加
〜

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス

　
　

パ
ー
テ
ィ
と
は
？

今
後
さ
ま
ざ
ま
な

　
施
策
に
活
用
し
ま
す

『女性の市政懇話会』

昨年11月に開催

生
涯
青
春
へ
の
第
一
歩
に
…

ま
ち
づ
く
り
の
参
画
に
向
け
て

　
　
　
　

女
性
な
ら
で
は
の　
　
　
　

件

ご
意
見
や

ご
提
案
等

106
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市
民
課
で
は
、
昨
年
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、
介
護
保

険
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
集
計
結
果
を
今
後
の

業
務
の
改
善
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
集
計
結
果

の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

㈰発送日　10月20日（金）
㈪締切日　11月6日（月）

㈰居宅サービス受給者　275人
㈪入院・入所者　　　　082人
㈫一般高齢者　　　　　209人
　　　　　　計　　　　566人
㈰回答総数　　　　　　291人
㈪回答率　　　　　　 51.5％

介
護
保
険
制
度
の
理
解
度
に
つ

い
て
は
、「
よ
く
知
っ
て
い
る
」

と
「
少
し
知
っ
て
い
る
」
の
回
答

合
計
が
８７
％
で
し
た
。
市
広
報
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
口
コ
ミ
等
に
よ

り
か
な
り
浸
透
し
て
い
る
と
判
断

で
き
ま
す
。

介 護 保 険

特 集

介
護
保
険
ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　

集
計
結
果
ま
と
ま
る

あなた、またはご家族は、介護保険制度の概

要をご存じですか。

（保険料、要介護認定、サービスの名称・内容、1割の利用料金など）

問

あなたの年齢は？問

あなたの性別は？問

あなたの世帯構成は？問

65から69歳
70から74歳
75から79歳
80から84歳
85歳以上
回答なし

15％
19％
20％
17％
28％
01％

男
女

回答なし

35％
63％
02％

ひとり世帯
夫婦だけのふたり世帯
1、2以外の世帯
回答なし

07％
14％
78％
01％

1�
2�
3�
4�
5�
6

1�
2�
3

1�
2�
3�
4

介
護
保
険
制
度
に

　
つ
い
て
の
理
解
度
は

みなさんの声を
制度運営に生かします！

よく知っている
（31％）

少し知っている
（56％）

知らない
（12％）

回答なし
（1％）

１実施時期

２ 対 象 者

３回答状況
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市
の
普
及
活
動
が
「
不
十
分
で

あ
る
」
と
の
回
答
は
２５
％
で
し
た
。

理
由
と
し
て
は
、
質
的
理
由
を

あ
げ
る
回
答
が
多
く
、
な
か
で
も

「
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
用
い
る

よ
う
に
」
と
の
要
望
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で

仕
方
が
な
い
」
と
の
回
答
が
６０
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
良

い
制
度
で
あ
る
」
と
の
回
答
は
１０

％
に
過
ぎ
ず
、
制
度
運
営
に
対
し

一
定
の
理
解
は
あ
る
も
の
の
、
内

容
へ
の
評
価
は
低
い
で
す
。

「
介
護
が
必
要
な
状
態
だ
が
、

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
い
な

い
」
と
の
回
答
が
、
１
％
と
大
変

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
率
か
ら
勘
案
し
て
も
、
申

請
し
て
い
な
い
人
数
は
極
め
て
少

な
く
、
要
介
護
認
定
申
請
の
制
度

は
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

「
現
状
で
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、

保
険
料
と
も
妥
当
」
と
の
回
答
が

３５
％
で
最
も
多
か
っ
た
が
、
次
い

で
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
も

２９
％
と
多
く
、
負
担
と
受
益
の
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
住
民
の
判
断

は
多
様
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

充分である

不十分である

回答なし

60％

25％

15％

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護認定の申請中

介護が必要な状態だが、要介護

認定の申請をしていない

生活全般において自立しているの

で、要介護認定申請の必要がない

回答なし

市民課介護保険係では、皆さんに介護

保険制度をより理解していただくため

に、広報への連載、パンフレットの全戸

配布、啓発ビデオの配布などを行って

いますが、市の普及活動は十分ですか。

問

介護保険制度では、サービス利用の有

無を問わず、保険料を納付していただ

きます。 本市の保険料の基準額は、

月額２,７００円（県下平均２,７１０円）ですが、

これについてどう思われますか。

問

高齢者向け福祉制度の大半が

介護保険制度に移行しました

が、介護保険制度についてど

う思われますか。

問
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
仕
方
が
な
い
６０
％

㈰良い制度である
㈪高齢化が進んでいるので仕
方がない

㈫従来とあまり変わらない
㈬わからない
㈭回答なし

問

あ
な
た
の
「
要
介
護
度
」
は
？

08％

12％

11％

08％

14％

08％

01％

01％

24％

13％

㈰
（10％）

㈪（60％）

㈫（11％）

㈬（16％）

㈭（3％）

その他
（4％）

回答なし
（11％）

保険料を高くしてでも、サー
ビスの種類等を増やすべき　

（4％）

サービスの種類を少なくし、
保険料を安くすべき　　　

（17％）

わからない
（29％）

現状でサービスの
種類、保険料
とも妥当
（35％）
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介
護
保
険
制
度
開
始
以
前
か
ら

「
利
用
し
て
い
た
」
皆
さ
ん
の
感

想
は
、「
利
用
料
金
が
高
く
な
っ

た
」
と
の
回
答
が
３５
％
で
最
も
多

く
、
福
祉
制
度
化
の
無
料
制
度
（
所

得
税
非
課
税
世
帯
）
の
影
響
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
介
護
保
険
制
度
に
な

っ
て
か
ら
開
始
し
た
」
と
の
回
答

が
３４
人
、
２０
％
で
、
保
険
制
度
へ

の
移
行
が
利
用
の
き
っ
か
け
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
の
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
（
介
護
支
援
専
門
員
）

等
に
つ
い
て
の
回
答
は
、「
良
い
」

評
価
に
集
中
し
、
対
応
は
良
好
と

思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、「
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利

用
料
金
の
説
明
が
不
十
分
」
と
の

回
答
が
５
％
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

の
対
応
に
つ
い
て
も
回
答
は
、「
良

い
」
評
価
が
多
く
、
事
業
者
の
対

応
も
良
好
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
で
は
、
問
題
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
、
改
善
す

べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
。

介護保険特集

利
用
料
金
が

　
　
　
高
く
な
っ
た

介護保険が始まる前からサービ

スを利用されていましたか。

問

介護保険制度によるサービス利用に際し、

サービス提供事業者の対応について

問

要介護認定の申請をしない理由

やサービスを利用しない理由は？

問

現在利用中のサービスは、ケアプラ

ン（介護サービス計画）に基づいてい

ますが、ケアプラン作成時のケアマ

ネージャーについて

問

01.ケアプランの作成を依頼したが、拒否された。

02.あなたや家族の利用意向をあまり聞き入れなかった。

03.サービスの内容や利用料金を十分に説明しなかった。

04.ケアプラン作成に多くの日数を要した。

05.態度が悪かった。（服装、言葉など）

06.あなたや家族の利用意向を十分聞き入れた。

07.サービスの内容や利用料金を十分に説明した。

08.ケアプラン作成は、迅速であった。

09.態度が良かった。（服装、言葉など）

10.その他

（01％）

（04％）

（05％）

（03％）

（01％）

（23％）

（22％）

（18％）

（19％）

（04％）

01.利用料金（保険対象分、保険対象外分）の説明

が不十分である。

02.サービスの内容説明が不十分である。

03.約束した時間を守らない。

04.約束したサービス内容を提供しない。

05.態度が悪い。（服装、言葉など）

06.設備や機材が悪い。

07.利用料金（保険対象分、保険対象外分）の説明

が十分であった。

08.サービスの内容説明が十分であった。

09.約束した時間どおりである。

10.約束したサービス内容どおりである。

11.態度は良好である。（服装、言葉など）

12.設備や機材が充実している。

13.その他

㈰利用料金（1割負担）が高い。

㈪本人（あなた）が他人から介護されるのを嫌がる。

㈫家族が他人から介護されるのを嫌がる。

㈬家族で介護するのが当然である。

㈭サービス提供業者を信頼できない。

㈮サービス提供事業者のサービスの質が悪い。

㈯できる限り、自分のことは自分でしたい。

㉀親戚、近所などの目が気になる。

㈷利用したいが、手続き方法がわからない。

㉂その他

（05％）

（05％）

（02％）

（00％）

（01％）

（01％）

（11％）

（13％）

（13％）

（15％）

（22％）

（09％）

（03％）

「できる限り、自分のことは

自分でしたい」35％

「
良
い
」
評
価
に
集
中

利用していた
（60％）

介護保険になって
から開始した　　
（20％）

利用していない
（20％）

㈰（2％）

㈪（19％）

㈫（7％）

㈬（19％）

㈭（2％）㈮（4％）

㈯（35％）

㉀（2％）

㈷（4％）
㉂（7％）
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「
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
た
い
」

が
４２
％
で
最
も
多
い
で
す
。

し
か
し
、
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
同
一
の
回
答
が
６５
％
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
へ
の
期
待
が
増
し
て
い
ま
す
。

既
要
介
護
認
定
者
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
率
は
６０
％
台
で
推
移
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
サ
ー
ビ
ス
別
利
用
意
向
は
３４
％

か
ら
５５
％
で
し
た
。

し
か
し
、
前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
現
に
介
護
が
必
要
な
方
の
利
用

意
向
）
結
果
が
２０
％
か
ら
３０
％
で

あ
っ
た
の
と
比
較
す
る
と
、
利
用

意
向
は
大
幅
に
増
大
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、「
訪
問
看
護
」、「
居

宅
療
養
管
理
指
導
」
と
い
う
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
の
期
待
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。

今後、どこで介護サービスを受

けたいですか？

問

各種介護サービスの利用について
問

「
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
た
い
」
４２
％

利
用
意
向
は

　
大
幅
に
増
大
し
て
い
ま
す

訪 問 介 護

訪 問 看 護

訪 問 入 浴

訪 問 リ ハ ビ リ

居宅療養管理指導

通 所 介 護

通 所 リ ハ ビ リ

短 期 入 所

介護サービスの内容

訪問介護………………ホームヘルパーが家庭訪問します。
訪問看護………………看護婦が家庭訪問します。
訪問入浴………………入浴用車両が家庭訪問します。
訪問リハビリ…………リハビリの専門職が家庭訪問します。
居宅療養管理指導……医師、歯科医師等が家庭訪問します。
通所介護………………デイサービスセンターに通所して介護等を受

けます。
通所リハビリ…………老人保健施設や病院へ通所してリハビリ等を

受けます。
短期入所………………老人ホームや老人保健施設等に短期間入所し

て介護等を受けます。

◎問い合わせ

　　　市民福祉部市民課介護保険係

50

53

43

40

55

41

40

34

利
用
し
た
い
（％）

利
用
し
な
い
（％）

わ
か
ら
な
い
（％）

回
答
な
し
（％）

12�

12�

18�

19�

13�

20�

18�

18

26�

20�

20�

18�

16�

16�

16�

25

12�

15�

19�

23�

16�

23�

26�

23

利用意向

サービスの名称

自宅での
生活を続けたい
　　（42％）

回答なし
（20％）

その他
（7％）

現在は入院・入所中だが
自宅へもどりたい　　　

（10％）

現在は自宅であるが、
将来的には入院・入所
して介護を受けたい

（21％）
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市
県
民
税
や
所
得
税
の
申
告
が
２
月
１６
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
を
さ

れ
る
方
は
、
提
出
書
類
を
十
分
確
認
し
、
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

期
限
近
く
に
な
り
ま
す
と
、
相
談
会
場
が
込
み
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
は
、
個
人
が
前
年
中

（
平
成
１２
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月

３１
日
ま
で
）
に
得
た
所
得
に
対
し

課
税
さ
れ
ま
す
。

今
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住

ま
わ
れ
て
い
る
方
で
、
別
表
�
に

該
当
さ
れ
る
方
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
告
に
必
要
な
書
類

�
印
鑑

�
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

▼
営
業
、
農
業
、
不
動
産
業
等

の
方
…
収
入
明
細
書
、
経
費

明
細
書
、
生
命
保
険
支
払
証

明
書
な
ど

▼
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
受

給
者
の
方
…
源
泉
徴
収
票
、

生
命
保
険
支
払
証
明
書
な
ど

な
お
、
昨
年
度
、
市
県
民
税
の

申
告
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
に
は

市
県
民
税
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
提
出
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
前
年

中
（
平
成
１２
年
度
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
）
の
所
得
と
そ
の

税
額
を
計
算
し
て
申
告
納
税
す
る

手
続
き
の
こ
と
で
す
。

平
成
１２
年
度
中
の
所
得
の
合
計

が
基
礎
控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
す
べ
て
の
所
得
控
除

の
合
計
を
超
え
る
方
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

○
給
与
の
収
入
が
２,
０
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合

○
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
る
人

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
２０

万
円
を
超
え
る
場
合

○
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
場
合
な
ど

な
お
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
取

得
控
除
、
雑
損
控
除
、
寄
付
金
控

除
、
ま
た
は
生
命
保
険
料
な
ど
の

控
除
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
所
得
・

課
税
証
明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
日
の
調
査
で

一
度
に
多
額
の
納
税
を
し
な
け
ら

ば
な
ら
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
申
告

◎
確
定
申
告
の
必
要
な
方

◎
申
告
を
し
な
い
と

農業所得について

平成12年産から大規模に農業（お

おむね一般米・酒米含め100アール

〈１町〉以上）を営んでおられる方は、

原則として、収支の計算（実際の収入、

支出の記録による）により申告され

ますようお願いします。

酒米（山田錦等）、果樹、野菜等は、

平成13年分の申告から収支計算を行

わなければならなくなります。

お
忘
れ
な
く
！

　

税
の
申
告
は
3
月
15
日
ま
で

（
期
間
）

　
2
月
16
日
（金）
〜
3
月
15
日
（木）

（
申
告
相
談
場
所
）

　
　

市
役
所
2
階
第
１
会
議
室

自
分
で
書
い
て

お
早
め
に
！！
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税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
々

が
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を

ご
自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

職
員
は
作
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
「
自
書
申
告
を
」
推
進

し
て
い
ま
す
。

「
前
年
分
の
申
告
書
の
控
え
」

や
「
平
成
１２
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
ぜ

ひ
ご
自
分
で
申
告
書
等
を
作
成
し

て
、
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
提
出
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

☆
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納
税
を

３
月
１５
日
（木）
ま
で
し
な
か
っ

た
り
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し

て
い
た
時
に
は
、
加
算
税
や
延

滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

集
合
９
期
（
２
月
分
）

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を

含
む
）

・
国
民
健
康
保
険
税

▼
納
期
　
２
月
２８
日
（水）

※
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
１１
年
分
以
後
の
各
年
分
の

所
得
税
の
納
税
者
に
対
し
、
原
則

と
し
て
所
得
税
額
か
ら
そ
の
所
得

税
額
の
２０
％
相
当
額
（
最
高
２５
万

円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
日
頃
か
ら
納
税
の
た

め
の
資
金
手
当
や
納
付
の
期
限
に

十
分
注
意
し
、
期
限
内
に
納
付
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
納
期

限
は
、
３
月
１５
日
（木）
で
す
。

小
柳
敏
郎
議
長
が
去
る
１
月
１

日
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

小
柳
議
長
は
、
昭
和
５８
年
の
初

当
選
以
来
、
４
期
１４
年
の
な
が
き

に
わ
た
り
努
め
ら
れ
、
こ
の
間
、

議
長
を
は
じ
め
、
副
議
長
、
監
査

委
員
、
各
常
任
・
特
別
委
員
長
な

ど
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市

政
の
推
進
と
地
方
自
治
の
振
興
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で

　
　
　

書
い
て
お
早
め
に
！

確
定
申
告
の
際
は
、
定
率
減

税
の
適
用
を
お
忘
れ
な
く

納
税
は

　
　
期
限
内
に
！

市
議
会

　
小
柳
敏
郎
議
長

逝
去

故 小柳 敏郎 氏

今
月
の
納
税

税申告相談の日程

●確定申告相談（税務署・財務事務所・市）
〔日　時〕　2月28日（水）、3月1日（木）・2日（金）
〔場　所〕　伝統産業会館　大研修室
※税務署から相談案内を受けられた方は案内時間
　に申告相談にお越しください。
※所得税の確定申告をされた方は、個人事業税・
　個人住民税の申告は必要ありません。

●市県民税申告相談（確定申告相談も実施）

期　間

2月16日（金）
～2月27日（火）
3月5日（月）
～3月15日（木）

場　所

市役所
2階第1会議室

時　間

9時～16時
※ただし土曜、日
曜日は閉庁日で
休みです

スタート
あなたは平成13年1月1日現在、
小野市に住んでいましたか。

あなたは、昨年中に収
入がありましたか。

1月1日現在住んでいた市町
村に申告してください。

あなたは、だれか
に扶養されていま
したか。

あなたは、会社
から受ける給与
のほかに所得が
ありましたか。

あなたは、会社から給
料を受けているサラリ
ーマンですか。

会社の給与から市・
県民税（住民税）が
差し引かれています
か（市・県民税は所
得税と違う税金です）。

あなたは、税務署に確定
申告をしましたか。

あなたは、小野市に申
告してください。申告
はお早めにお願いします。

あなたは、小野市に申告す
る必要がありません。

は
い
い
い
え

私は、市県民税の
申告の必要が
あるのかな？

社
税
務
署
か
ら

＜別表㈰＞
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（１）
少
な
い
掛
金
で
大
き
な
補
償

木
造
住
宅
の
場
合
、
年
間
の
う

ち
一
日
に
割
る
と
わ
ず
か
１
０
３

円
の
掛
金
で
共
済
金
額
５,
０
０

０
万
円
（
限
度
額
）
の
加
入
が
で

き
、
一
年
間
安
心
し
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（２）
す
ば
や
い
共
済
金
の
支
払
い

災
害
の
と
き
は
農
家
の
立
場
に

た
っ
て
損
害
を
査
定
し
、
支
払
額

が
決
ま
れ
ば
す
ぐ
支
払
い
ま
す
。

（３）
共
済
金
の
支
払
い
は
一
回
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

契
約
期
間
中
に
一
回
の
事
故
が

全
損
事
故
に
な
ら
な
い
限
り
、
そ

の
都
度
契
約
額
に
応
じ
た
共
済
金

を
支
払
い
ま
す
。

（４）
請
求
手
続
き
す
べ
て
代
行

査
定
―
請
求
―
支
払
い
で
一
貫

し
て
処
理
し
、
お
手
数
は
一
切
不

要
で
す
。

建
物
だ
け
加
入
さ
れ
て
も
家
具

類
（
電
話
、
電
気
製
品
、
タ
ン
ス

お
よ
び
衣
類
等
）
の
損
害
ま
で
補

償
さ
れ
ま
せ
ん
。
火
災
の
と
き
は

家
具
類
が
い
ち
早
く
灰
に
な
っ
た

り
、
消
火
の
際
の
放
水
や
煙
で
家

具
類
は
台
な
し
に
な
り
、
建
物
よ

り
も
家
具
類
の
損
害
が
大
き
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
落
雷
に
よ
る
電
気
製
品

等
（
電
話
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
）

の
故
障
も
共
済
金
の
支
払
い
対
象

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
具
類
の

加
入
も
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
各
町

の
農
会
長
さ
ん
や
農
会
協
力
員
さ

ん
が
加
入
推
進
に
回
ら
れ
ま
す
の

で
、
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
小
野
加
東
広
域
事

務
組
合
（
1
◯６２
３
４
３
３
）
へ
。

平
成
１２
年
国
勢
調
査
の
結
果
、

当
市
の
人
口
は
４
９,
４
３
４
人

（
男
２
４,
０
４
１
人
、
女
２
５,

３
９
３
人
）、
世
帯
数
は
１
４,
８

４
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
調
査
（
平
成
７
年
）
に
比

べ
て
、
近
隣
３
市
（
三
木
市
、
加

西
市
、
西
脇
市
）
は
人
口
が
減
少

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
市
で

は
５
年
間
で
人
口
が
１,
２
２
０

人
（
２
・
５
％
）、
世
帯
数
は
９

６
６
世
帯
（
６
・
５
％
）
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
世
帯
当
た

り
の
人
数
は
３
・
３３
人
で
す
。

な
お
、
こ
の
速
報
は
、
兵
庫
県

が
独
自
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、

総
務
庁
統
計
局
の
公
表
結
果
お
よ

び
官
報
で
公
表
さ
れ
る
人
口
と
は

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
年
の
な
か
で
最
も
火
災
の
発
生
が
多
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
大
切
な
財
産
を
、
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
る
火
災
。
ど
れ
だ

け
用
心
し
て
い
て
も
、
落
雷
や
類
焼
な
ど
防
ぎ
よ
う
の
な
い
災

害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
万
が
一
の
災
害
に
あ
な

た
の
財
産
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
」

で
す
。

小
野
加
東
建
物
農
機
具
共
済
推
進
協
議
会
で
は
、
ま
さ
か
に

備
え
て
大
き
な
支
え
と
な
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
「
建
物
共
済
」
の

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

21世紀へ広がる　笑顔のネットワーク

ＮＯＳＡＩの建物共済

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　
建
物
共
済
の
特
色

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に

全
戸
全
棟
加
入
を
！！

★
家
具
類
も

　
　
併
せ
て
加
入
を

★
加
入
申
し
込
み
は

　
　
各
町
の
農
会
長
さ
ん
へ

平
成
１２
年
国
勢
調
査
結
果
出
る

小
野
市
の

人
　
口
　
4
9,
4
3
4

人

世
帯
数
　
1
4,
8
4
7
世
帯

構造
建物用途　　　　　　目的
住宅・納屋・農作業場・土蔵など
店舗・事務所・併用住宅など
飲食店・製麺場・乾燥場など
（木造・木造防火づくりは3300万円が加入限度額です）
製 材 場 ・ 加 工 場 な ど
（木造・木造防火づくりは1900万円が加入限度額です）

木　造
建物・家具類
07500
13400

32400

木造防火造
建物・家具類
06800
12200

31200

鉄骨造土蔵造
建物・家具類
04700
06500

14500

建　物
2500
2500

4500

家具類
3400
3500

5500

鉄筋コンクリート造
物 件

普 通
特殊一般

特殊割増

◎火災共済・加入共済金額1000万円あたりの掛金表 （単位：円）

国
勢
調
査
で
は
、
住
民
票
な
ど

の
届
け
出
に
関
係
な
く
、
平
成
１２

年
１０
月
１
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
人
す
べ
て
を
、
ふ
だ
ん
住

ん
で
い
る
場
所
で
、
世
帯
ご
と
に

調
査
し
ま
す
。
外
国
人
も
調
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
住
民
登
録
地
が
当
市

に
あ
り
な
が
ら
、
事
情
等
に
よ
り

病
院
・
療
養
所
に
入
院
さ
れ
て
い

る
方
や
、
市
外
も
し
く
は
海
外
へ

の
長
期
出
張
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

は
、
３
ケ
月
間
を
境
に
し
て
当
市

に
お
い
て
の
調
査
対
象
者
に
な
る

か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
昨
年
１０
月
１
日

現
在
の
住
民
登
録
さ
れ
た
方
が
５

０,
３
６
５
人
に
対
し
て
、
国
勢

調
査
結
果
で
は
４
９,
４
３
４
人

と
生
活
基
盤
の
違
い
か
ら
約
９
０

０
人
の
人
口
の
差
が
で
て
き
て
い

ま
す
。

一
昨
年
に
人
口
５
万
人
に
達
し
て

い
る
の
に
、
今
回
の
国
勢
調
査
で

は
な
ぜ
5
万
人
を
わ
っ
て
い
る
の
？

これって
何でだろう？

前
回
調
査
よ
り

　
　
1,
2
2
0
人
増
加
！
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小
野
市
域
の
歴
史
は
悠
久
の
時

間
の
う
え
に
、
変
動
に
富
み
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
を
と
げ
て
い

る
。
本
巻
は
そ
う
し
た
歴
史
を
総

合
的
に
見
通
し
た
も
の
で
興
趣
つ

き
ぬ
も
の
が
あ
る
。
二
十
一
世
紀

を
迎
え
た
今
、
本
書
に
よ
っ
て
、

故
郷
の
本
当
の
姿
が
市
民
に
と
っ

て
身
近
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
念

願
す
る
も
の
で
あ
る
。

京
都
大
学
名
誉
教
授

小
野
市
史
編
纂
委
員
長大

山
　
喬
平

ふ
る
さ
と

執
筆
　
神
戸
大
学
名
誉
教
授

田
中
　
眞
吾

三
〇
〇
万
年
前
、
小
野
の
大
地

は
第
二
瀬
戸
内
海
の
底
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
砂
礫
が
堆
積
し
、
大
阪
層

群
が
形
成
さ
れ
た
。
八
〇
万
年
前

か
ら
隆
起
が
は
じ
ま
る
。
七
〇
万

年
前
、
氷
河
期
と
間
氷
期
の
繰
り

返
し
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
度
に
水

面
が
上
下
し
、
波
打
ち
際
に
崖
が

で
き
た
。
そ
の
後
も
大
地
の
隆
起

が
つ
づ
き
、
波
打
ち
際
が
後
退
し
、

あ
と
に
階
段
状
の
段
丘
か
ら
な
る

特
徴
的
な
地
形
が
残
っ
た
。

執
筆
　
大
阪
市
立
大
学
助
教
授

岸
本
　
直
文

市
域
に
お
け
る
人
類
の
足
跡
は

旧
石
器
時
代
の
黍
田
町
勝
手
野
遺

跡
の
石
器
に
は
じ
ま
る
。
一
万
数

千
年
前
に
な
る
と
地
球
は
温
暖
化

に
向
か
い
、
狩
猟
採
集
に
土
器
と

竪
穴
住
居
を
と
も
な
う
定
住
生
活

が
は
じ
ま
り
、
縄
紋
時
代
に
い
た

る
。
市
域
に
も
縄
紋
人
の
生
活
痕

跡
が
残
っ
て
い
る
。
二
千
数
百
年

前
に
は
潅
漑
を
と
も
な
う
本
格
的

な
水
稲
耕
作
が
朝
鮮
半
島
か
ら
も

た
ら
さ
れ
て
弥
生
時
代
が
は
じ
ま

る
。
紀
元
三
世
紀
、
古
墳
時
代
が

は
じ
ま
る
と
、
前
方
後
円
墳
と
い

う
共
通
の
墓
制
が
列
島
規
模
で
普

及
し
、
列
島
は
ヤ
マ
ト
を
中
心
と

す
る
国
家
形
成
の
時
代
に
は
い
る
。

市
域
に
残
る
敷
地
大
塚
や
王
塚
は

こ
れ
か
ら
、
や
や
遅
れ
て
造
営
さ

れ
た
。

執
筆
　
大
阪
市
立
大
学
教
授

栄
原
　
永
遠
男

京
都
大
学
助
教
授
　
　

元
木
　
泰
雄

五
世
紀
の
終
り
、
ヤ
マ
ト
政
権

は
針
間
鴨
国
造
を
置
い
て
こ
の
地

域
を
統
括
さ
せ
た
。
大
化
の
新
政

権
は
国
造
の
支
配
領
域
を
分
割
し

て
評
を
置
い
た
。
の
ち
の
郡
で
あ

る
。
天
武
持
統
朝
ま
で
に
評
の
下

に
里
が
置
か
れ
、
評
の
上
に
国
が

置
か
れ
統
一
国
家
の
仕
組
み
が
完

成
し
て
い
く
。
市
域
に
は
こ
の
頃

の
条
里
地
割
り
や
古
代
寺
院
が
残

っ
て
い
る
。
律
令
国
家
の
下
で
東

条
川
の
谷
間
に
掎
鹿
里
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
谷
を
中
心
に
し
て
広
大

な
住
吉
大
社
の
掎
鹿
杣
が
成
立
し
、

材
木
が
切
り
出
さ
れ
、
加
古
川
を

利
用
し
て
、
畿
内
へ
運
ば
れ
た
。

市
域
も
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。

は
り
ま
か
も

こ
お
り

は
し
か

は
し
か
そ
ま

執
筆
　
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授

小
西
　
瑞
恵

甲
南
大
学
非
常
勤
講
師

野
田
　
泰
三

平
安
時
代
の
末
、
市
域
に
東
大

寺
領
の
大
部
荘
が
現
れ
、
鎌
倉
時

代
の
初
め
に
重
源
が
こ
こ
に
浄
土

寺
を
建
立
し
、
段
丘
上
の
土
地
を

開
墾
し
て
、
本
格
的
な
荘
園
時
代

に
な
る
。
鎌
倉
時
代
の
末
か
ら
悪

党
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

南
北
朝
時
代
に
は
い
る
と
、
西
播

出
身
の
赤
松
氏
が
播
磨
守
護
と
な

り
赤
松
氏
の
勢
力
が
こ
の
地
域
に

も
強
く
影
響
し
は
じ
め
る
。
嘉
吉

の
乱
で
勢
力
を
な
く
し
た
赤
松
氏

に
替
わ
っ
て
山
名
氏
が
進
出
し
、

民
衆
の
勢
力
が
強
く
な
り
、
こ
の

地
で
享
徳
三
年
の
土
一
揆
が
起
き

る
。
応
仁
の
乱
後
、
赤
松
氏
は
山

名
氏
を
一
掃
す
る
が
、
上
月
・
依

藤
な
ど
の
国
人
勢
力
が
こ
の
地
で

争
い
を
続
け
る
。
戦
国
時
代
は
織

田
政
権
に
よ
る
別
所
氏
の
滅
亡
で

終
止
符
が
打
た
れ
る
。

▼
発
売
　

平
成
１３
年
２
月
１
日
よ
り

▼
価
格
　
７,
０
０
０
円
（
郵
送

ご
希
望
の
方
は
６
０
０
円
加
算
）

▼
購
入
方
法
　

・
購
読
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を

記
入
の
う
え
、
代
金
を
添
え
て

直
接
所
定
の
場
所
で
ご
購
入
く

だ
さ
い
。

・
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、
購
読
申

込
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
領
布
場
所
　

市
史
編
纂
係（
市
民
会
館
４
階
）

好
古
館
、
図
書
館
、
中
央
公
民

館
、
下
東
条
コ
ミ
セ
ン
、
市
場

会
館
、
来
住
会
館
、
河
合
会
館
、

広
渡
会
館

▼
既
刊
も
好
評
発
売
中

文
化
財
編
　
史
料
編
�

史
料
編
�
　
史
料
編
�

▼
問
い
合
わ
せ

〒
６
７
５
―
１
３
８
０

小
野
市
王
子
町
８
０
６
―
１

小
野
市
役
所
　
市
史
編
纂
係

1
◯６３
１
５
２
２

こ
の
た
び
『
小
野
市
史
』
全
８
巻
の
う
ち
第
５
回
配
本
と
し
て
「
第
一
巻
本
編
�
」
を
刊

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
巻
は
、
私
た
ち
の
生
活
基
盤
と
な
る
小
野
の
大
地
の
成
立
と
変
遷
、
そ
し
て
人
類
が
誕

生
す
る
原
始
か
ら
古
代
・
中
世
を
経
て
、
三
木
合
戦
の
終
結
（
一
五
八
〇
年
）
に
い
た
る
ま

で
を
、
最
新
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
正
し
く
、
詳
細
に
叙
述
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
絶
好
の
読
み
物
と
し
て
、
ま
た
、
小
・
中
・
高
校
生
の
歴
史
・
総
合
学

習
等
の
最
適
資
料
と
し
て
価
値
あ
る
一
冊
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
購
読
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
5
回
配
本

　『
小
野
市
史
第
一
巻
本
編
�
』2
月
1
日
発
売
開
始
！

待
望
の
通
史
編

　
　
　
　
　
　
二
十
一
世
紀
小
野
市
の
歴
史
を
修
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
形
・
考
古
・
古
代
・
中
世
の
世
界

監
修
の
こ
と
ば

【
本
巻
の
概
要
】

第
一
章

小
野
の
大
地
の
形
成

第
二
章

小
野
の
あ
け
ぼ
の

第
三
章

古
代
の
賀
茂
郡

第
四
章

中
世
の
小
野

【
購
入
に
つ
い
て
】

「小野市史　第一巻　本編㈵」

大山喬平氏（一番右側）
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このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。

日
本
リ
ー
グ
経
験
の
あ
る
地
元

神
戸
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
Ｖ
１
リ
ー
グ
戦

２
回
目
挑
戦
の
新
鋭
ト
ヨ
タ
が
ど

う
立
ち
向
か
う
か
。
前
年
度
ブ
ロ

ッ
ク
賞
の
仁
木
選
手
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

に
も
注
目
！！

”ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
”っ
て
…

ゲ
ー
ム
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る

た
め
、
サ
ー
ブ
権
の
移
動
と
共
に

点
数
が
入
る
。
２５
点
先
取
５
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
。
５
セ
ッ
ト
目
は
、
１５

点
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
！

Ｖ
１
リ
ー
グ
使
用
の
カ
ラ
ー
ボ

ー
ル
や
、
２
０
０
１
年
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
…

▼
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
体

育
保
健
課

市
民
の
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
兵
庫
県
で
は

平
成
１８
年
（
２
０
０
６
年
）
に
県

下
全
域
を
会
場
に
第
６１
回
国
民
体

育
大
会（
兵
庫
国
体
）
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
兵
庫
国
体
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
親
し

み
や
す
い
標
語
と
愛
称
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
兵
庫
ら
し
さ
を
連
想

さ
せ
る
愛
称
、
国
体
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
な
る
標
語
を
考
え
て

要
項
に
従
い
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
賞
金
 
愛
称
・
標
語
と
も
に
最

優
秀
賞
１
点
　
１
０
０,
０
０
０

円
　
優
秀
賞
３
点
　
２
０,
０
０

０
円

▼
募
集
期
間
 

２
月
１
日
（木）
か

ら
３
月
１５
日
（木）

▼
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
性
別
、

愛
称
、
標
語
、
そ
の
簡
単
な
説
明

を
記
入
し
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
第
６１
回
国
民
体
育

大
会
兵
庫
県
準
備
委
員
会
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

▼
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
 
〒
６

５
０
―
０
０
０
４
 
神
戸
市
中
央

区
中
山
手
通
り
６
―
１
―
１

第
６１
回
国
民
体
育
大
会
兵
庫
県
準

備
委
員
会
事
務
局

1
０
７
８
―
３
４
１
―
７
７
１
１

（
内
線
　
８
２
２
１
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

７
８
―
３
６
２
―
３
９
６
９

Ｅ
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

詳
し
く
は
、
兵
庫
県
準
備
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

国
体
は
毎
年
都
道
府
県
持
ち
回

り
で
開
催
さ
れ
る
、
国
内
最
大
の

総
合
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

兵
庫
国
体
で
は
県
下
５１
市
町
を

会
場
に
夏
季
、
秋
季
あ
わ
せ
て
３９

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
す
る
」

「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」―
県
民
一

人
ひ
と
り
が
創
る
国
体
を
―
基
本

目
標
と
し
、
県
民
総
参
加
で
の
開

催
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
よ
る
未
曾
有
の
被

害
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
兵
庫
を

全
国
に
披
露
し
、
震
災
当
時
に
寄

せ
ら
れ
た
暖
か
い
ご
支
援
に
感
謝

を
表
す
る
場
と
も
な
り
ま
す
。

兵
庫
県
で
の
国
体
（
夏
・
秋
季

大
会
）
は
、
昭
和
２１
年
の
第
１
回

大
会
（
会
場
は
京
阪
神
地
方
）、

昭
和
３１
年
の
第
１１
回
大
会
に
続
き

５０
年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

小
野
市
は
、
成
年
男
子
６
人
制

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
地
と
し
て

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
愛
称
・
標
語
募
集
ポ
ス
タ
ー
・

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
公
民
館
・

体
育
館
・
教
育
委
員
会
に
準
備
し

て
い
ま
す
。

kokutaijyunbikyoku@
go.phoe

nix.pref.hyogo.jp

http://w
eb.pref.hyogo.jp/kokut

ai/

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
を
盛
り
上
げ
る
起
爆
剤
と
も
な
り
う
る
Ｖ

１
リ
ー
グ
・
次
期
Ｖ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
し
、
女
子
４
チ
ー
ム

に
よ
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

選
手
達
は
青
春
を
賭
け
頑
張
っ
て
ま
す
。

L
E
T
'S

G
O
!! 

 
 

V
1
リ
ー
グ
を
見
に
行
こ
う

▼
日
時
　
2
月
11
日
（日）
　
11
時
か
ら

▼
場
所
　
小
野
市
総
合
体
育
館

今
回
の
見
ど
こ
ろ

ト
ヨ
タ
車
体

　
　
　
V
S

　
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

久
光
製
薬

鳥
栖
ス
プ
リ
ン
グ
ス

　
　
　
Ｖ
Ｓ

　
　
　
茂
原
ア
ル
カ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

　
　
　

3
倍
楽
し
む
た
め
に
…

愛
称
・
標
語
を
募
集

第
６１
回
国
民
体
育
大
会
（
兵
庫
国
体
）

〜
み
ん
な
で
応
募
、

　
　
　
国
体
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
〜

なんと

賞金10万円

スローガン

いいね！その汗、その笑顔

いしん前進

“がんばる”が好き

とどけ この夢 この歓声

あなたがキラリ☆

テーマ

新世紀●みやぎ国体

よさこい高知国体

ＮＥＷ！！わかふじ国体

彩の国まごころ国体

晴れの国おかやま国体

開催地

宮城

高知

静岡

埼玉

岡山

年度

H13

H14

H15

H16

H17

回

57�

58�

59�

60�

61

兵
庫
国
体
に
つ
い
て

（参考）他の大会の例

L
E
T
'S

G
O
!! 

 
 

V
1
リ
ー
グ
を
見
に
行
こ
う

前
回
リ
ー
グ
で
の
勝
敗
は
同
じ
、

直
接
対
戦
で
は
ス
プ
リ
ン
グ
ス
が

白
星
な
が
ら
、
得
セ
ッ
ト
数
４
の

差
で
ア
ル
カ
ス
３
位
、
ス
プ
リ
ン

グ
ス
４
位
。
さ
て
今
年
は
ど
ち
ら

に
軍
配
が
…
。

前
年
度
サ
ー
ブ
賞
の
橋
口
選
手

（
ア
ル
カ
ス
）
も
楽
し
み
！！

”リ
ベ
ロ
”っ
て
…

選
手
の
高
身
長
化
の
中
、
技
術
・

ス
ピ
ー
ド
を
兼
ね
備
え
た
選
手
が

プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ

た
守
備
専
用
選
手
の
こ
と
。
メ
ン

バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
し
で
自
由
に
コ

ー
ト
の
出
入
り
が
出
来
る
。
チ
ー

ム
の
中
で
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
色
も
違

い
、
一
目
瞭
然
。
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50
円

６７５ １３８０

広報クイズ 小
野
市
王
子
町
８０６｠

ー
１

小
野
市
役
所

　

広
報
ク
イ
ズ
係

わが家のQアイドル

Qいつもマイペースで笑顔が

とってもかわいい志門君。

ワンワンと歌が大好きです。

強く、たくましい男の子にな

ってネ。

（母　寿代さん）

多鹿　志門ちゃん
（黒川町・1歳3ヶ月）

Q
た じか し もん

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

㈰忘れないで！○の申告は3月15日までです。

㈪2月11日に開催するＶ1リーグは○○○ボールの大会です。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、今月号で

興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送ってください。

正解者の中から抽選で10名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　2月16日㈮（当日消印有効）

先月広報クイズの答え　㈰バランス　㈪ランでした。たくさんのご応募ありがとうございました。

Qとてもおてんばな娘、奈奈

です。でも、まわりをなごま

せてくれる笑いのたえない娘

です。ヨロシクネ！

（母　清美さん）

福本　奈々ちゃん
（復井町・1歳3ヶ月）

Q
ふくもと な な

Q食べることが大好きな食い

しん坊。すぐに泣いちゃう甘

えん坊。

そんなサホロが大好きです。

（母　祐子さん）

惠良　早輔路ちゃん
（池尻町・1歳3ヶ月）

Q
え ら さ ほ ろ

Q毎日新しい“ネタ”で楽し

ませてくれる奈々楓。その屈

託のない笑顔と大いなる好奇

心をいつまでも忘れないでネ。

（母　太恵子さん）

木村　奈々楓ちゃん
（黒川町・1歳2ヶ月）

Q
き むら な な か

このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。

広
報
「
お
の
」
で
は
平
成
１３
年

４
月
か
ら
１
年
間
紹
介
す
る
赤
ち

ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
１２
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
１２
年
１２
月
３１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
赤
ち
ゃ
ん
。

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
に
赤
ち
ゃ

ん
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
生
年
月
日
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
６

７
５
―

１
３
８
０
　
小
野
市
王

子
町
８
０
６
番
地
の
１
　
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
日
　
２
月
１６
日
（金）

必
着

※
赤
ち
ゃ
ん
一
枚
に
つ
き
、
は
が

き
１
枚
に
限
定
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

※
な
お
、
応
募
時
に
は
赤
ち
ゃ
ん

の
写
真
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

平
成
13
年
度

わ
が
家
の
Q
ア
イ
ド
ル

募
集
中

まちの動き
1月1日現在
人　口　　　
　男　　　　
　女　　　　
世帯数　　　
面　積　　　

50,466人（前月比＋44人）
24,796人
25,670人
16,218世帯
93.84km2
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高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
等
の

支
援
拠
点
施
設
と
し
て
、「
み
や

ま
荘
」
を
整
備
・
充
実
し
ま
す
。

今
回
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
活
動
等
の
支
援
を
通
じ
、

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
り
、
安

心
し
て
住
み
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

整
備
の
具
体
的
な
内
容
は
、
事

務
室
の
増
築
と
お
風
呂
の
改
修
、

調
理
台
の
整
備
、
廊
下
部
分
の
ク

ロ
ス
張
替
え
、
お
よ
び
非
常
用
ブ

ザ
ー
の
設
置
な
ど
で
、
一
日
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
る
施
設
に
整
備

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
歩
行
健
康

器
具
や
自
動
血
圧
測
定
器
、
体
脂

肪
付
体
重
計
、
囲
碁
・
将
棋
セ
ッ

ト
な
ど
を
購
入
し
、
皆
さ
ん
の
健

康
管
理
と
楽
し
み
豊
富
な
運
営
を

常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
は
、
３
年
中
旬
ま
で

の
予
定
で
、
そ
の
間
、
お
風
呂
や

調
理
室
は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
２
月
１０
日
か
ら
２
月
末

ま
で
の
間
は
、
入
口
玄
関
を
改
修

し
ま
す
の
で
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
サ
ン
プ
ル
無

料
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
書
い
た
は
が

き
が
届
い
た
の
で
申
し
込
ん
だ
と

こ
ろ
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
３
足
届

い
た
。
１
ヶ
月
ほ
ど
過
ぎ
て
か
ら
、

２
足
分
の
代
金
が
未
払
い
に
な
っ

て
い
る
と
請
求
書
が
来
た
。
商
品

が
送
ら
れ
て
き
た
時
に
は
、
何
も

記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
納

得
で
き
な
い
。
業
者
に
連
絡
を
し

た
い
が
私
書
箱
に
な
っ
て
お
り
連

絡
が
と
れ
な
い
。

注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方

的
に
送
り
つ
け
、
消
費
者
が
受
け

取
っ
た
以
上
は
代
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
勘
違
い
さ

せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
商
法
を
「
送

り
つ
け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ

プ
シ
ョ
ン
）」
と
い
い
ま
す
。

送
り
つ
け
商
法
は
、
業
者
の
一

方
的
な
販
売
契
約
の
申
し
込
み
で
、

消
費
者
が
承
諾
し
な
い
限
り
契
約

は
成
立
し
な
い
の
で
、
購
入
の
意

思
の
な
い
場
合
は
代
金
を
支
払
う

義
務
も
、
商
品
を
返
品
す
る
義
務

も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
商
品
は
業
者
の
所
有

物
な
の
で
、
商
品
が
送
ら
れ
て
き

た
日
か
ら
１４
日
間
（
商
品
の
引
き

取
り
を
業
者
に
請
求
し
た
時
は
、

請
求
し
た
日
か
ら
７
日
間
）
を
経

過
す
る
ま
で
は
商
品
を
保
管
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
期

間
を
過
ぎ
れ
ば
商
品
を
自
由
に
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

商
品
を
購
入
す
る
意
思
が
な
け

れ
ば
、
商
品
に
手
を
付
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
保
管
期
間
中

に
商
品
を
使
う
と
、
購
入
の
意
思

が
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
代
金

を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
例
の
場
合
、
業
者
宛
に

商
品
を
引
き
取
っ
て
ほ
し
い
旨
の

は
が
き
を
出
す
よ
う
に
助
言
し
ま

し
た
。

市
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
乗

っ
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〜
高
齢
者
の
健
康
増
進
と

　
　
　
　
　
　
生
き
が
い
活
動
の
拠
点
と
し
て
〜

『
み
や
ま
荘
』
を

整
備
・
充
実
し
ま
す

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

工
事
を
進
め
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
み
や
ま
荘
」

昨
年
１２
月
か
ら

　
　
　
工
事
着
手

『
送
り
つ
け
商
法
』に

そ

うだん 箱

くら
しの

ご
用
心
！

気
を
つ
け
よ
う

　
　
勝
手
に
送
ら
れ
て
く
る
商
品

〈
事
例
〉

〈
対
応
〉

申
し
込
ん
で
い
な
け
れ
ば

支
払
い
義
務
な
し

困
っ
た
と
き
は

　
消
費
生
活
相
談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

昨
年
７
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
る
市
庁
舎
お
よ
び
周
辺
整
備
も

い
よ
い
よ
大
詰
め
。
工
事
用
の
外

壁
も
と
れ
、
新
し
い
玄
関
が
姿
を

あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

完
成
は
３
月
末
の
予
定
で
す
。

福
祉
事
務
所
と
市
民
課
介
護
保

険
係
が
、
２
月
１３
日
（火）
か
ら
本

庁
舎
１
階
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、

工
事
中
の
た
め
、
当
分
の
間
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
北
側

出
入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

市
役
所
庁
舎
周
辺
整
備
も

　
　
　
　

も
う
す
ぐ
完
成
！

市
役
所
庁
舎
周
辺
整
備
も

　
　
　
　

も
う
す
ぐ
完
成
！
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昨
年
秋
に
実
施
し
た
、
農
業
経
営
実
態
・
意
向
調
査
に
お
い
て
、

「
集
落
全
体
で
機
械
の
共
同
利
用
を
す
る
集
落
営
農
が
組
織
さ
れ
た
場

合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
た
い
で
す
か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
下
図

の
と
お
り
、
無
記
入
を
除
い
た
約
５６
％
の
農
家
の
方
々
の
集
落
営
農

へ
の
参
加
意
欲
が
う
か
が
え
ま
す
。
集
落
営
農
を
進
め
る
た
め
に
は
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
意
見
集
約
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
農
家
の
意
向
調
査
、
農
機
具

所
有
状
況
や
後
継
者
の
有
無
等
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
（
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
は
農
政
課
に
あ
り
ま

す
）。

�
営
農
組
合
規
約
の
策
定
を
す
る
。

�
構
成
組
合
員
を
把
握
す
る
。

�
役
員
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
集
落

内
で
中
心
と
な
っ
て
、
機
械
の
操

作
な
ど
の
作
業
を
す
る
人
）
を
選

出
す
る
。

�
営
農
組
合
が
受
託
す
る
基
幹
作

業
と
受
託
料
金（
反
当
た
り
）を
決

め
る
。

�
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
作
業
賃
金
を

決
め
る
（
一
時
間
当
た
り
）。

�
栽
培
作
物
を
選
定
す
る
。

�
土
地
利
用
計
画
や
作
業
計
画
を

決
め
る
。

�
余
剰
機
械
の
処
分
方
法
を
決
め

る
。以

上
の
よ
う
な
項
目
を
検
討
す

る
た
め
に
、
ま
ず
、
各
集
落
に
お

い
て
研
修
会
を
開
催
し
、
将
来
の

集
落
営
農
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
農
政
課
で
は
集
落
営

農
に
取
り
組
む
た
め
の
手
助
け
と

な
る「
集
落
営
農
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
取
り

組
み
を
予
定
さ
れ
て
い
る
集
落
の

研
修
会
で
活
用
し
て
い
き
ま
す
が
、

農
会
長
さ
ん
始
め
、
必
要
な
方
は

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
農
政
課

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
公
文
書
公

開
条
例
に
基
づ
き
平
成
１２
年
中
の

公
開
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
参
加
の
市

政
を
促
進
し
、
市
政
を
公
正
か
つ

効
率
的
に
進
め
、
市
政
に
対
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。公

文
書
公
開
の
請
求
件
数
は
５

件
あ
り
、
公
開
が
４
件
、
部
分
公

開
が
１
件
で
す
。
不
服
申
立
て
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
１１
年
中
に
公
文

書
公
開
審
査
会
に
諮
問
し
て
い
た

１
件
の
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
、

審
査
会
の
答
申
の
内
容
に
沿
っ
て

棄
却
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

な
お
、
実
施
機
関
別
の
公
開
状

況
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
西
分
団

特
設
部
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

更
新
し
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
の
特
徴
は
３
ト
ン

級
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ
タ
イ
プ
で
６
名

が
乗
車
で
き
、
前
の
消
防
車
に
比

べ
赤
色
警
告
灯
が
大
き
く
、
安
全

対
策
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
は
毎
分
２,
０
０

０
リ
ッ
ト
ル
の
放
水
能
力
を
備
え
、

操
作
は
吸
送
水
が
モ
ニ
タ
ー
表
示

で
分
か
り
易
く
な
り
、
車
体
両
側

に
消
火
率
向
上
の
た
め
、
背
負
式

ホ
ー
ス
か
ご
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

配
備
先
は
、
小
野
市
青
野
ケ
原

町
の
西
分
団
特
設
部
車
庫
で
、
河

合
地
区
を
始
め
小
野
市
の
防
災
に

活
用
し
ま
す
。

農
業

〜
21
世
紀
を
む
か
え
て
〜

�

集
落
営
農
を
進
め
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

◎
各
農
家
の
現
状
把
握

◎
運
営
・
組
織
づ
く
り

◎
営
農
計
画
づ
く
り

公
文
書
の
公
開
状
況

新
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
―
小
野
市
消
防
団
―新しくなった消防ポンプ自動車

＜集落営農アンケート結果＞

0 200 400 600 800 1,000 1,200

利用料金・方法が折り合えば加入したい

当面の間、利用組織に加入しない

共同利用はわずらわしいので加入しない

ぜひ加入したい

規模拡大を目指したいので加入しない

その他

無記入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1033�

　　　　　　　403�

　　　　　　　396�

　　　　　　359�

21�

　　　　259�

　　　　　　　　　　　633

（総回答数　3,104）

実施機関

市長

議会

件数

4

1

公開状況

【平成１２年中の公開状況】

公 開
部分公開

公 開

3�
1�

1

みんなで話し
合いましょう

！
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国
民
健
康
保
険
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
保
険
医
療
係

平
成
１３
年
1
月
１
日
か
ら

　
医
療
保
険
の
一
部
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
の
一
部
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
の
被
保
険
者
が
同
じ
月
内

に
、
同
じ
医
療
機
関
で
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た

と
き
、
申
請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る

と
そ
の
超
え
た
分
が
後
で
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
の
高
い
方
の
自
己
負
担
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

医
療
を
多
く
受
け
て
い
る
方
は
か

か
っ
た
医
療
費
に
応
じ
て
加
算
さ

れ
ま
す
。

入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
、
他

の
医
療
費
と
は
別
に
定
額
（
標
準

負
担
額
）
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

一
般
の
方
の
自
己
負
担
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

海
外
渡
航
中
の
病
気
や
け
が
の

治
療
も
保
険
給
付
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
一
旦
海
外
の
医
療
機
関
に

支
払
い
、
帰
国
後
申
請
し
て
認
め

ら
れ
る
と
保
険
診
療
分
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
申
請
書
、
医
師
の
診
療

内
容
明
細
書
、
領
収
明
細
書
、
翻

訳
文
等
が
必
要
で
す
。

高
額
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
変
わ
り
ま
し
た

入
院
時
の
食
事
代
の
自

己
負
担
額
が
変
わ
り
ま

し
た

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
（
表
�
参
照
）

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
（
表
�
参
照
）

海
外
で
治
療
を
受
け
た
場

合
も
国
保
が
使
え
ま
す

長
期
入
院
の
場
合
で
住
所

を
移
す
場
合
で
も
小
野
市

の
国
保
の
被
保
険
者
で
す
。

平成１３年1月1日から
住　民　税
非課税世帯

一　般

上位所得者※

35,400円

63,600円
医療費が318,000円を超えた場
合はその超えた分の1％を加算

121,800円
医療費が609,000円を超えた場
合はその超えた分の１％を加算

平成１２年１２月３１日まで
住　民　税
非課税世帯

一　般

35,400円

63,600円

住　民　税
非課税世帯

一　般

24,600円

37,200円

平成１２年１２月３１日まで
住　民　税
非課税世帯

�
一　般

上位所得者※

24,600円

37,200円

70,800円

平成１３年1月1日から

平成１２年
１２月３１日まで

一　般

住民税非課税世帯等で
老齢福祉年金を受けている方

90日までの入院

過去12か月の入院日数が
90日を超える入院

住民税
非課税
世帯等※

１日当たり
760円

１日当たり
650円

１日当たり
500円

１日当たり
300円

平成１３年
１月１日から

１日当たり
780円

１日当たり
650円

１日当たり
500円

１日当たり
300円

＜表㈰＞高額医療費の自己負担限度額

（4回目以降の自己負担限度額）
過去12か月以内に、同じ世帯で4回以上高額療養費の支給を受けた

とき、4回目以降は下記の金額を超えた分が支給されます。

老人保健の方も同じ負担です。
※に該当する方は「標準負担額減額認定証」が必要となりますので、申請してください。

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金
額等が６７０万円を超える世帯にあたります。

＜表㈪＞入院時の食事代の自己負担額

・医療機関の領収書
・印鑑・保険証・口座等

表㈰の申請に必要なもの
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７０
歳
（
一
部
６５
歳
）
以
上
の
方

は
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け

ま
す
。

今
ま
で
定
額
だ
っ
た
一
部
負
担

金
が
、
か
か
っ
た
費
用
に
応
じ
た

定
率
１
割
負
担
（
上
限
付
）
に
変

わ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
老
人
保
健

で
は
高
額
医
療
費
支
給
制
度
が
創

設
さ
れ
、
１
月
に
同
一
の
医
療
機

関
に
お
い
て
３
０,
０
０
０
円（
非

課
税
世
帯
は
２
１,
０
０
０
円
）

以
上
の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た

高
齢
者
が
、
同
一
世
帯
に
複
数
い

る
と
き
は
、
合
算
し
て
３
７,
２

０
０
円
（
非
課
税
世
帯
は
２
４,

６
０
０
円
）
を
超
え
る
額
が
払
い

戻
さ
れ
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
場
合
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

小
野
市
の
花
、
緑
、
生
き
物
な

ど
の
自
然
、
伝
統
あ
る
風
俗
、
祭

り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た

写
真
と
市
内
小
学
生
が
写
生
し
た

絵
画
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し

ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
２
月
２３
日
（金）
か
ら
２５

日
（日）

▼
時
間
　
９
時
か
ら
１７
時
（
２５
日

は
１６
時
ま
で
）

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
大
展
示

室

▼
日
時
　
２
月
１６
日
（金）
か
ら
１８

時
（日）
　
９
時
か
ら
１７
時
（
１６
日

は
１３
時
か
ら
、
１８
日
は
１６
時
ま
で
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
彫
塑
・

工
芸
の
四
部
門
で
、
創
作
活
動
に

励
む
美
術
協
会
会
員
の
力
作
を
展

示
し
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
９
日
（金）
か
ら
１１

日
（日）
　
９
時
か
ら
１７
時
（
９
日

は
１３
時
か
ら
、
１１
日
は
１６
時
ま
で
）

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館

外
来
お
よ
び
入
院
に
か

か
る
一
部
負
担
金
が
変

わ
り
ま
し
た

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
（
表
�
参
照
）

老
人
保
健
で
医
療
を

　
　
　
　
受
け
て
い
る
方
へ

＜表㈫＞高齢者の自己負担額

入院のとき

一部負担金
1日1,200円

医療費の1割
ただし、同一の医療機関での負担額が1か月に

37,200円

に達したときは、その後の自己負担はありません。

また、次の㈰および㈪の場合には、負担額が1か月にそ

れぞれ以下の額に達したときは、その後は自己負担はありま

せん。

㈰※市町村民税非課税の世帯に属する方等…24,600円

㈪　市町村民税非課税の世帯に属する方等で、

　　老齢福祉年金を受給している方…　　　15,000円

※に該当する方は「入院時一部負担金限度額適用認定証」
が必要となりますので、申請してください。

訪問看護を受けたとき

基本利用料
1日250円

老人保健の訪問看護に要する費用の１割
ただし、同一の訪問看護ステーションでの基本利用料が
1か月に3,000円に達したときは、その後の負担はありません。
定額制の訪問看護ステーションは1日につき600
円となり、1か月5回まで。

外来のとき

一部負担金
1日530円
（月4回まで）

医療費の1割
ただし、同一の医療機関での負担額が1か月に

医 療 機 関 で
院外処方せんを
交付されなかった方

医 療 機 関 で
院外処方せんを
交 付 さ れ た 方

医療機関で　3,000円

大病院（ベット数が200床
以上ある病院）で受診され
た方は

医療機関で　1,500円
薬　局で　　1,500円
大病院（ベット数が200床
以上ある病院）で受診され
た方は

5,000円

2,500円

㈰

㈪

に達したときは、その後の自己負担はありません。

定額制の診療所は1日につき800円となり、1か月4

回まで。

ココ
も

チェ
ック
！

ぜ
ひ
一
度
、

　

ご
覧
に
な
ら
れ
て
は

　
　
　
　

い
か
が
で
す
か
？

第
11
回
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
花
と
緑
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
絵
画
展

第
１５
回

書
藝
家
グ
ル
ー
プ
展

第
２２
回
小
野
市

　
　
美

術

協

会

展

小
野
市

　
春
の
文
化
祭

第
11
回
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見

　
　
　
花
と
緑
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
＆
絵
画
展
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暮らしの情報
（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
興
隆
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
選
手
・
指
導
者
に
「
小
野
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
」
を
贈
り
表
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
２
月
３
日
（土）
の
１４
時
か

ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
表
彰
式
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
さ
れ
た
水
泳
の
大
西
順
子
選
手
と
テ
コ
ン
ド
ー
の
岡
本
依
子
選

手
に
よ
る
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
体
育
保
健
課

急
激
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、
今
、

中
高
年
の
男
性
の
生
き
方
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
異
な
る
職
業
経
験

の
方
々
が
広
く
交
流
し
、
日
々
の

暮
ら
し
や
仕
事
の
こ
と
、
定
年
退

職
後
や
地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て
、

ホ
ン
ネ
で
語
り
合
い
、
と
も
に
活

動
す
る
中
か
ら
「
自
ら
の
生
き
方
」

を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
元
気
を
取
り
戻
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
期
日
　
２
月
１０
日
（土）
〜
１１
　（日）

▼
場
所
　
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育

セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
�
お
な
じ
鍋
の
飯
�
講

演
「
仕
事
だ
け
で
な
い
新
し
い
生

き
方
」
�
本
音
ト
ー
ク
「
そ
う
い

う
男
に
私
は
な
り
た
い
」
�
酒
輪

を
広
げ
よ
う
！
な
つ
か
し
の
あ
の

あ
の
曲
他
�
ま
ち
づ
く
り
談
議
「
ふ

る
さ
と
再
発
見
」
�
あ
ん
な
体
験
・

こ
ん
な
体
験
◯Ａ
携
帯
電
話
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
◯Ｂ
そ
ば
打
ち
体

験
◯Ｃ
や
し
ろ
の
森
で
炭
焼
体
験
（
一

部
の
み
参
加
）
◯Ａ
◯Ｂ
◯Ｃ
か
ら
コ
ー

ス
を
自
由
に
選
択

▼
参
加
料
　
１
０,
０
０
０
円

▼
対
象
　
中
高
年
男
性
（
概
ね
４０

歳
か
ら
７０
歳
・
市
外
の
方
も
歓
迎
）

▼
定
員
　
２０
名

▼
申
し
込
み
方
法
　
２
月
１
日

（木）
か
ら
同
月
７
日
（水）
ま
で
に
所

定
の
申
込
用
紙
に
�
氏
名
�
住
所

�
電
話
番
号
�
年
齢
�
コ
ー
ス
名

を
記
入
。
葉
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
７
日
必
着
）。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。

▼
申
し
込
み
先
　
〒
６
７
５
―
１

３
８
０
　
小
野
市
王
子
町
８
０
６

―
１
　
小
野
市
中
央
公
民
館
男
性

い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
係

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
kom
inka

n@
city.ono.hyogo.jp

元
気
を
取
り
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か

男
性
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
　
受
講
生
募
集
中

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

門　脇　創　一

平成12年度小野市スポーツ賞受賞者（敬称略）

（ウエイトリフティング）

宮　永　芳　和

依　藤　弘　樹

村　上　克　宏

井　上　　　恵

沖　野　真奈美

坂　本　浩　行

宮　永　菓菜恵

小　林　　　愛

平　石　章　悟

安　本　順　一

岡　田　英　敏

橋　本　香　織

塔　本　茂　貴

小　林　佑　輔

石　岡　諒　子

（スピードスケート）

（スピードスケート）

（水泳）

（柔道）

（陸上競技）

（ボクシング）

（スピードスケート）

（水泳）

（陸上競技）

（陸上競技）

（陸上競技）

（陸上競技）

（水泳）

（水泳）

（陸上競技）

＜三木東高３年・中町＞

＜流通科学大・下大部町＞

＜大阪経済大・小田町＞

＜ 小 野 高 3年 ・ 加 西 市 ＞

＜湊川女子高3年・東本町＞

＜西脇北高3年・天神町＞

＜日章学園3年・福住町＞

＜三木東高2年・下大部町＞

＜ 社 高 1年 ・ 三 和 町 ＞

＜ 小 野 高 1年 ・ 中 町 ＞

＜小野工高1年・加古川市＞

＜小野南中3年・二葉町＞

＜小野南中3年・市場町＞

＜兵教大附中2年・育ケ丘町＞

＜ 河 合 中 1年 ・ 三 和 町 ＞

＜小野東小5年・黒川町＞

●スポーツ大賞

●スポーツ選手賞（個人の部）

小野高校空手道部
大　東　　　亨
佐　伯　大　輔
藤　田　裕　介
井　上　裕　允
上　田　憲　吾
永　田　洋　平
川　副　祐　樹
芦　田　健　太

＜ 福 住 町 ＞
＜ 三 木 市 ＞
＜ 吉 川 町 ＞
＜ 中 番 町 ＞
＜ 西 脇 市 ＞
＜ 三 木 市 ＞
＜ 三 木 市 ＞
＜ 天 神 町 ＞

●スポーツ選手賞（団体の部）

山　下　孝　生

筒　井　俊　明

梶　原　美　樹

＜小野高教諭・加西市＞

＜小野南中教諭・西脇市＞

＜小野南中教諭・加古川市＞

●スポーツ勲功賞

長谷川　和　正

石　原　啓　二

友　定　聖　征

小　西　真　里

中　元　巳　喜

上　野　浩　一

古　田　真　輝

仙　田　功次郎

香　川　涼　子

末　政　恵　子

洞　井　沙　織

藤　田　奈緒美

宮　崎　愛　子

＜ 会 社 員 ・ 久 保 木 町 ＞

＜ 自 営 ・ 黒 川 町 ＞

＜旭丘中教諭・喜多町＞

＜小野高教諭・姫路市＞

＜神戸親和女子大・三和町＞

＜ 育 英 高 3年 ・ 天 神 町 ＞

＜須磨ノ浦女子高2年・大開町＞

＜神戸弘陵高3年・育ヶ丘町＞

＜ 社 高 3年 ・ 黒 川 町 ＞

＜ 社 高 3年 ・ 天 神 町 ＞

＜ 社 高 2年 ・ 三 和 町 ＞

＜兵教大附中2年・育ヶ丘町＞

＜兵教大附中2年・王子町＞

（陸上競技）

（弓道）

（ソフトボール）

（剣道）

（ソフトボール）

（硬式野球）

（ソフトボール）

（サッカー）

（ソフトボール）

（ソフトボール）

（ソフトボール）

（サッカー）

（サッカー）

＜スポーツ選手賞（個人の部）つづき＞
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小
学
生
の
郷
土
学
習
の
参
考
に
、

今
年
は
「
む
か
し
の
食
器
」
を
取

り
上
げ
ま
す
。
古
く
は
、
土
の
中

か
ら
出
て
き
た
食
器
か
ら
、
百
年

位
前
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
使
っ
て
い
た
頃
の
食
器
、

そ
し
て
そ
の
当
時
の
食
器
の
こ
と

が
分
か
る
雑
誌
広
告
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

▼
入
館
料
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）

２
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０
円

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
の
場
合

は
無
料
）

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
２
月
１２
日

は
開
館
、
翌
１３
日
は
休
館
）

〈
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
〉

●
直
接
か
ハ
ガ
キ
で

�
住
所
�
氏
名
�
電
話
番
号
�
学

校
名
・
学
年
�
着
付
希
望
日
を
明

記
の
う
え
、
好
古
館
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
お
一
人
様
ハ
ガ

キ
１
枚
と
し
ま
す
。

希
望
日
は
複
数
書
い
て
も
結
構

で
す
。ま
た
、着
付
け
の
時
間
は
抽

選
で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
期
日
が
変
わ
り
ま
し
た
〉

●
３
月
４
・
１０
・
１１
・
１８
・
２４
・

２５
日

▼
定
員
　
１
日
８
名
（
計
４８
名
）

▼
対
象
　
身
長
１
３
０
か
ら
１
４

０
�
の
お
子
さ
ん

▼
締
め
切
り
　
２
月
１７
日
（土）
必

着▼
費
用
　
無
料
。
た
だ
し
、
入
館

料
が
必
要
。

※
当
日
お
子
さ
ん
に
十
二
単
を
着

付
け
し
て
あ
げ
た
い
と
思
わ
れ
る

お
母
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
の

際
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
お

子
さ
ん
と
の
記
念
に
、
ど
う
ぞ
着

付
け
を
し
て
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
〒
６
７
５
―
１

３
７
５
　
小
野
市
西
本
町
４
７
７

小
野
市
立
好
古
館

（
1
◯６３
３
３
９
０
）

▼
講
師
　
近
藤
雅
樹
先
生
（
国
立

民
族
学
博
物
館
教
授
）

▼
場
所
　
好
古
館
研
修
室
（
場
所

は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
内
容
　
私
達
は
、
異
界
を
「
あ

の
世
」
と
呼
び
、
現
実
に
暮
ら
し

て
い
る
「
こ
の
世
」
と
は
別
の
遠

い
世
界
、
つ
ま
り
「
天
国
」
や
「
地

獄
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
あ
の
世
」
か
ら
「
こ
の
世
」

に
危
害
や
幸
い
を
も
た
ら
す
も
の

が
あ
る
と
信
じ
て
脅
え
お
の
の
き
、

あ
る
い
は
崇
め
奉
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
異
界
の
威
力
は
、
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、「
こ
の
世
」
に
、

現
出
す
る
の
か
、
な
ど
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

▼
聴
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
好

古
館
を
見
学
さ
れ
る
場
合
は
入
館

料
が
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

参
加
者
の
ご
好
評
に
つ
き
、「
と

っ
て
お
き
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
３
」
を
開
催
し
ま
す
！

２０
世
紀
の
指
導
法
は
も
う
古
い

２１
世
紀
、
子
ど
も
や
選
手
を
指
導

す
る
コ
ツ
を
教
え
ま
す
！

▼
日
時
　
３
月
１１
日
（日）
　
１３
時
か

ら
１７
時

▼
場
所
　
小
野
市
総
合
体
育
館
　

ア
リ
ー
ナ
、
大
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
会
議
室

▼
内
容
　「
競
技
別
　
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」

▼
講
師
　
長
谷
川
一
彌
氏
（
�
シ

ン
パ
シ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
代
表
取
締

役
）

▼
対
象
　
中
学
生
以
上

▼
募
集
定
員
　
３０
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

▼
受
講
料
　
２,
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
３
月
４
日

（日）
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法
　
�
氏
名
�
年

齢
�
性
別
�
連
絡
先
（
住
所
／
1
）

�
所
属
（
勤
務
先
／
1
な
ど
）
�

専
門
競
技
・
指
導
し
て
ほ
し
い
競

技
名
、「
平
成
１２
年
度
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
講
習
会
申
込
書
」
と
記
入
の

う
え
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

小
野
市
総
合
体
育
館

〒
６
７
５
―
１
３
７
８

小
野
市
王
子
町
９
１
７
―
１

1
　
　
◯６２
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯６２
７
５
６
０

図 書 館

★金曜日は午後８時まで

2月から3月の2ケ月間、毎週金曜
日は延長し、午後8時まで開館します。

毎月第2・4土曜日にこども放送局
がみられるようになりました。2月は
10日「宇宙」、24日「サッカー」の特
集の予定です。どうぞ、お楽しみに。
放送時間　10時30分から15時30分
場所　図書館視聴覚ホール

★みてみて！こども放送局

▼
▼

★名画鑑賞会「モダンタイムス」

日時　2月11日（日）　14時から
場所　図書館視聴覚ホール
料金　無料
内容　工場で流れ作業をするチャ
ーリー。ナット回しの動作が止まら
なくなり、精神病院に入院すること
になる。退院後もトラブルに見まわ
れながら、知り合った浮浪少女と生
き残りをかけて奮闘するチャップリ
ンの最後の無声映画。

▼
▼
▼
▼

★こども映画会
　　　「日本むかしばなし」

日時　2月25日（日）　10時30分から
場所　図書館視聴覚ホール
料金　無料
内容　やまんばにおそわれた小僧

さんが和尚からもらったお札でその
場をきりぬける「三枚のお札」、み
そ汁で顔を洗い、朝日と夕日を惣兵
衛がまちがいの病を治そうとする「そ
こつ惣兵衛」、ほか「おいてけ堀」「河
童のくれた妙薬」

▼
▼
▼
▼

★お話会

絵本や物語などのお話をします。
途中からは入れないので時間に遅れ
ないでください
日時　2月10日（土）・24日（土）（小学

低学年まで）14時から（小学高学年
以上）14時40分から
場所　図書館　和室

▼
▼

★今月の本

今月は「よるのお話」を展示しま
す。

好

古

館

学
習
参
考
展

　
「
む
か
し
の
食
器
」

　
　
２
月
９
日
（金）

〜
３
月
２５
　（日）

こ
ど
も
十
二
単

　
　
着
付
申
し
込
み

教
養
講
座
�

　「
異
界
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

　
　
〜
文
化
的
「
装
置
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
の
未
来
予
知
術
〜

　
　
３
月
４
日
（日）
に
変
更

　
　
　
　
　
　
１３
時
３０
分
か
ら

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

平
成
12
年
度

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

参
加
者
募
集

総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

２
月
１８
日
（日）
に
「
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
成
人
の
水
泳
記
録
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

２
月
１８
日
１０
時
か
ら
１４
時
ま
で
の

間
、
一
般
利
用
者
の
プ
ー
ル
が
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

総
合
体
育
館
プ
ー
ル
の

一
時
使
用
制
限
に
つ
い
て
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▼
対
象
　
小
野
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
等
の
入
札
、
見
積

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
、
個

人
。
た
だ
し
、
平
成
１２
年
度
に
申

請
済
の
法
人
、
個
人
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
受
付
期
間
　
２
月
１３
日
（火）
か

ら
同
月
２８
日
（水）
ま
で

▼
提
出
書
類
　
�
国
土
交
通
省
統

一
様
式
　
�
小
野
市
指
定
様
式
　

�
建
設
業
許
可
証
明
書
の
写
　
�

経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写

�
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加
入

履
歴
証
明
書
　
�
登
記
簿
謄
本
ま

た
は
代
表
者
身
分
証
明
書
　
�
納

税
証
明
書
（
法
人
税
、
消
費
税
、

市
税
関
係
一
式
）

▼
提
出
方
法
　
持
参
の
み
。

▼
小
野
市
指
定
様
式
の
配
布
　
２

月
２８
日
（水）
ま
で
財
政
課
管
財
係

に
お
い
て
有
償
配
布
し
ま
す
。
料

金
は
一
部
２
０
０
円
で
す
。

▼
提
出
先
・
詳
細
　
財
政
課
管
財

係

暮らしの情報
（
お
し
ら
せ
＆
募
集
）

募

　

　

集

平
成
１３
年
度
学
校
給
食
用
の
物

資
納
入
業
者
の
登
録
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
取
引
は
原

則
と
し
て
、
登
録
を
受
け
た
業
者

で
な
い
と
入
札
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　
２
月
１９
日
（月）
か

ら
同
月
２３
日
（金）
ま
で

▼
受
付
場
所
　
市
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
古
川
町
）

※
提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
。（
1
◯６３
１
０
２
６
）

市
民
福
祉
部
福
祉
課
で
は
、
１０

月
か
ら
１
月
ま
で
の
児
童
手
当
（
特

例
給
付
）
を
２
月
１５
日
付
で
該
当

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
求
人
企
業
約
２０
社
の
参

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
若
い
方

か
ら
中
高
年
の
方
ま
で
を
対
象
に

正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
求
人
の

面
接
会
で
す
。

▼
日
時
　
２
月
２１
日
（水）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

西
脇
（
西
脇
公
共
職
業
安
定
所
内

1
０
７
９
５
◯２２
３
１
８
１
）

平
成
１３
年
１
月
１
日
か
ら
裁
判

所
の
事
件
に
関
す
る
記
録
そ
の
他

の
書
類
（
裁
判
文
書
）
が
Ａ
４
判

横
書
き
に
か
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て

は
、
今
回
の
Ａ
４
判
横
書
き
に
対

応
し
た
定
型
訴
状
（
９
種
類
）
お

よ
び
定
型
調
停
申
立
書
（
７
種
類
）

を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
近
く
の
簡
易
裁
判
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎
改
修
工
事
に
伴

い
、
新
た
に
市
民
待
合
ロ
ビ
ー
を

設
け
、
飲
料
水
の
自
動
販
売
機
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
設
置
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
財
政

課
管
財
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
設
置
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
設
置
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
地

階
市
民
待
合
ロ
ビ
ー
指
定
場
所

▼
設
置
予
定
台
数
　
２
台

▼
施
設
使
用
料
　
小
野
市
行
政
財

産
使
用
許
可
に
関
す
る
使
用
料
条

例
に
基
づ
く
（
電
気
使
用
料
は
別

途
必
要
）。

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
１４
日

（水）
ま
で
に
申
請
書
提
出
。

▼
詳
細
　
財
政
課
管
財
係

県
内
の
市
町
立
小
・
中
・
養
護

学
校
の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係

る
新
任
教
員
の
授
業
補
充
な
ど

▼
勤
務
条
件
　
１
日
８
時
間
以
内

の
勤
務
で
年
間
９０
日
以
内
、
報
酬

は
１
時
間
当
た
り
、２,
８
８
０
円
。

交
通
費
は
支
給
限
度
額
の
範
囲
で

実
費
支
給
。

▼
資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教
育

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所

持
者
。
ま
た
は
、
平
成
１３
年
４
月

１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
方

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日
（木）
か

ら
３
月
１６
日
（金）

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

身
体
に
障
害
を
持
つ
求
職
者
を

対
象
に
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
身
体
障
害
者

▼
募
集
科
目
　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
、

パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
製
図
科
、
宝
飾
工
芸
科
。

▼
募
集
期
限
　
２
月
１６
日
ま
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
神
戸
市
西
区
曙

町
１
０
７
０

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院
（
1
０
７
８
―
９
２
７
―
３

２
３
０
）

児
童
手
当
（
特
例

給
付
）
の
支
払
い

入
札
参
加
資
格
申
請

（
追
加
受
付
）に
つ
い
て

〈
建
設
工
事
・
測
量
等
〉

学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
脇
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
等

就
職
面
接
会

市
役
所
本
庁
舎
内

飲
料
水
自
動
販
売
機

設
置
店

小
・
中
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員

平
成
１３
年
度

県
立
障
害
者
高
等
技

術
専
門
学
院
学
院
生

（
第
２
回
）

◎平成13年度小野高等職業訓練校　訓練生募集
訓 練 内 容

日商簿記２級合格を目指して　週２回　月・木曜日

19:00～21:30　　　　　　　　　　　　　85時間

施工管理技術士２級・３級目標 週２回　火・金曜日

18:30～21:30　　　　　　　　　　　　　63時間

排水製図の技能を修得　　　　週２回　火・金曜日

18:30～21:30　　　　　　　　　　　　　48時間

パソコンの基礎的技能を修得　週１回　水・木・金曜日

18:15～21:45　　　　　　　　　　　　　73.5時間

パソコンの基礎的技能を修得　週１回　水・木・金曜日

18:15～21:45　　　　　　　　　　　　　73.5時間

パソコンの高度な技能を修得　週１回　　　火曜日

18:15～21:45　　　　　　　　　　　　　73.5時間

パソコンの高度な技能を修得　週１回　　　火曜日

18:15～21:45　　　　　　　　　　　　　73.5時間

訓練期間

7月～11月

6月～8月

8月～10月

4月～9月

10月～3月

4月～9月

10月～3月

申込受付

2月1日から

申込順

2月1日から

申込順

2月1日から

申込順

2月1日から

申込順

8月1日から

申込順

2月1日から

申込順

8月1日から

申込順

受講経費

入学金　１万円

授業料　４万円

入学金　１万円

授業料　３万円

入学金　１万円

授業料　２．５万円

入学金　１万円

授業料　４万円

入学金　１万円

授業料　４万円

入学金　１万円

授業料　４万円

入学金　１万円

授業料　４万円

募集人員

10名

10名

10名

24名

24名

08名

08名

訓練科目

経理事務科

造園施工管理科

配管科

電子計算機科

（初級１期）

電子計算機科

（初級２期）

電子計算機科

（中級１期）

電子計算機科

（中級２期）

※１．小野市在住者、または中小企業勤務者は、講座を修了されますと、小野市から２分の１程度助成金が支給されます。

　２．入校条件等詳細・問い合わせ：小野職業訓練協会事務局（1◯635231）

裁
判
所
か
ら
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集

ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

参
加
者

平
成
１３
年
度

　
兵
庫
県
い
な
み
の
学
園

地
域
活
動
指
導
者

養
成
講
座（
２
年
制
）学
生

花
づ
く
り
講
習
会

参
加
者

▼
日
時
　
３
月
１１
日
（日）
　１３
時
３０

分
か
ら
１５
時
３０
分
ま
で

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

第
１
・
２
研
修
室

▼
テ
ー
マ
　
春
の
草
花
づ
く
り

▼
受
講
料
　
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
３
月
１
日
（木）
８

時
３０
分
か
ら
電
話
に
て
受
け
付
け
。

先
着
順
６０
名
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
）

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

（
財
）
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協

会
（
1
◯６２
７
０
０
０
）

「
楽
し
い
工
作
広
場
」「
わ
く
わ

く
春
の
自
然
教
室
」「
里
山
キ
ャ

ン
プ
」（
３
月
２４
日
か
ら
２６
日
・

嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
）「
残

雪
を
歩
こ
う
・
春
山
親
子
ハ
イ
キ

ン
グ
」（
３
月
２４
日
か
ら
２５
日
・

兎
和
野
高
原
野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
）、

「
ふ
る
さ
と
庵
キ
ャ
ン
プ
（
春
）」（
３

月
２６
日
か
ら
２７
日
・
但
馬
長
寿
の

郷
）、「
春
の
小
学
生
キ
ャ
ン
プ
」（
３

月
２４
日
か
ら
２７
日
・
母
と
子
の
島
）、

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
と
森

遊
び
」（
２
月
１８
日
・
や
し
ろ
の

森
公
園
）

▼
募
集
期
間
　
２
月
９
日
か
ら
同

月
２２
日
・
郵
便
受
付

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
事

務
局
（
加
東
郡
社
町
下
久
米
１
２

２
７
―

１８
・
1
０
７
９
５
◯４４
２
８

１
３
）

http://w
w

w
.ureshino.pref.hyogo.jp

▼
入
学
資
格
　
お
お
む
ね
５８
歳
以

上
の
県
内
在
住
者
で
、
地
域
活
動

に
意
欲
を
有
し
、
将
来
活
動
し
よ

う
と
す
る
団
体
の
長
（
自
治
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
・
地
域
婦
人
会
の
会

長
、
青
少
年
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
代
表
）
と
市
長
の

推
薦
を
受
け
た
方

▼
学
習
年
限
　
２
年

▼
募
集
定
員
　
１
５
０
名
（
健
康

系
４５
名
、
福
祉
系
４５
名
、
地
域
活

動
系
６０
名
）

▼
締
め
切
り
　
２
月
１６
日
（金）
ま
で
。

▼
願
書
受
付
・
問
い
合
わ
せ
　
生

涯
学
習
課

県
で
は
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ

く
り
を
進
め
る
一
環
と
し
て
不
登

校
等
の
青
少
年
を
対
象
に
し
た
、

新
し
い
学
び
の
場
と
し
て
、
県
立

神
出
学
園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

同
園
で
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

ス
タ
ッ
フ
や
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
、
一
人

ひ
と
り
が
自
己
理
解
を
深
め
、
進

路
発
見
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
中
学
校
を
卒
業
し
た

県
内
在
住
の
２０
歳
未
満
の
男
女
で

不
登
校
等
に
よ
り
進
路
発
見
が
で

き
ず
、
自
分
の
生
き
方
や
進
路
を

見
つ
け
た
い
と
い
う
意
欲
を
も
ち

体
験
学
習
や
寮
で
の
共
同
生
活
が

で
き
る
人
（
高
等
学
校
休
学
中
で

も
可
）

▼
募
集
人
員
　
２０
名
程
度

▼
在
籍
期
間
　
２
年
以
内
の
全
寮

制▼
授
業
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
食

費
、
活
動
費
な
ど
月
額
５
万
円
が

必
要
）

▼
願
書
受
付
期
間
　
２
月
１
日

（木）
か
ら
３
月
７
日
（水）

▼
問
い
合
わ
せ
　
県
立
神
出
学
園

（
神
戸
市
西
区
神
出
町
小
東
野
３０

1
０
７
８
―
９
６
５
―
１
１
２
２
）

市民相談　　生活上の問題
◇と　き　毎週月～金曜日　9時～17時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　2月22日（木）　10時30分～16時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　2月14日（水）　13時30分～16時
　　　　　　　28日（水）　13時30分～16時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　2月21日（水）　13時30分～15時30分
◇ところ　中央公民館302号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週木曜日9時～17時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　13時～17時
◇ところ　教育委員会適応教室

農地相談　　農地に関することなど【予約制】
◇と　き　2月14日（水）　10時～15時
◇ところ　市役所第２庁舎会議室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　10時～16時
◇ところ　福祉事務所面接室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　10時～16時
◇ところ　福祉事務所面接室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと
◇と　き　2月18日（日）　10時～12時
◇ところ　中央公民館304号室

乳幼児育児不安の相談　　乳幼児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　10時～15時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）162―8428

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　8時30分～17時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）10時～15時
◇ところ　老人福祉センター相談室　162―2574

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の情報提供
◇と　き　毎週火～日曜日　8時30分～17時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　13時～15時（土曜日は10時～12時まで）
◇ところ　中央公民館301号（親子ふれあいセンター）162―7020

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　8時30分～17時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　162―4110

お気軽にご相談ください

県
立
神
出
学
園

平
成
１３
年
４
月
生

「高山町」が正式町へ！

1月23日付の兵庫県の告示により、久保木町
の一部であった通称「高山町」が正式に高山
町となりました。これにより、市では68番目
の大字設置。約500人、160世帯の町として、新
しく出発されました。

お知ら
せ
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暮らしの情報
（
医
療
と
け
ん
こ
う
）

▼
受
講
対
象
者
　
小
野
市
、
加
東

郡
に
在
住
の
３０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で

の
方
（
各
コ
ー
ス
定
員
６０
名
）。

血
縁
者
に
講
義
内
容
の
病
気
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
で
２
月
１６

日
（金）
必
着
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

（
左
記
参
照
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

の
う
え
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

肥
満
は
、
各
種
の
生
活
習
慣
病

の
温
床
で
す
。
肥
満
が
引
き
金
と

な
っ
て
発
症
す
る
生
活
習
慣
病
は
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・

動
脈
硬
化
症
・
脂
肪
肝
・
胆
石
・

高
尿
酸
血
症
（
痛
風
）・
女
性
の

場
合
は
過
少
月
経
や
無
月
経
不
妊

症
な
ど
の
婦
人
科
疾
患
な
ど
で
す
。

肥
満
の
予
防
改
善
に
は
生
活
習

慣
の
見
直
し
が
第
１
の
課
題
。
と

は
い
え
、
交
通
機
関
の
発
達
や
労

働
形
態
の
変
化
に
よ
る
運
動
不
足
、

不
規
則
な
生
活
リ
ズ
ム
等
現
代
人

を
取
り
巻
く
環
境
は
そ
う
簡
単
に

肥
満
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。
ま

ず
食
生
活
の
改
善
か
ら
、
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
食
事
の
習
慣
は
、
生
活

の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
も
有

効
的
。
体
の
中
に
一
定
の
リ
ズ
ム

が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
お
の
ず
と
健

康
な
状
態
に
近
づ
い
て
い
く
も
の

で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
子

ど
も
の
と
き
か
ら
の
食
事
が
重
要

だ
、
と
い
う
こ
と
も
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
さ
あ
、
今
か
ら
で
き
る
食

生
活
の
改
善
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
受
講
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
主
催
　
社
団
法
人
小
野
市
加
東

郡
医
師
会

▼
後
援
　
小
野
市
、
社
町
、
滝
野

町
、
東
条
町

▼
日
時
　
２
月
２３
日
（金）
　
９
時
３０

分
か
ら
１１
時
３０
分

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
講
話
と
調
理
実
習

▼
対
象
者
　
平
成
１２
年
６
月
・
７

月
生
ま
れ
の
乳
児
を
も
つ
母
親
。

※
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
で
き
る
だ

け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
　
２
月
１９
日
（月）
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。（
先
着

３０
名
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

理
・
美
容
師
の
実
地
習
練
制
度

は
、
平
成
７
年
の
理
・
美
容
師
法

改
正
の
際
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

旧
養
成
課
程
卒
業
者
（
平
成
１０
年

３
月
３１
日
以
前
の
入
学
者
）
の
理

美
容
師
試
験
の
受
験
機
会
を
確
保

す
る
た
め
、
経
過
措
置
と
し
て
実

地
習
練
制
度
は
一
部
存
続
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
理
・
美
容
師
の
実

施
習
練
制
度
が
平
成
１４
年
３
月
３１

日
で
終
了
と
な
る
旨
、
厚
生
省
か

ら
通
知
さ
れ
ま
し
た
！！

旧
養
成
課
程
卒
業
者
（
平
成
１０

年
３
月
３１
日
以
前
の
入
学
者
）
で

ま
だ
、
実
地
習
練
を
実
施
し
て
い

な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

１.
旧
養
成
所
卒
業
者
の
方
で
、
理
・

美
容
師
等
の
試
験
を
受
験
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
平
成
１４
年
３
月
３１

日
ま
で
に
１
年
以
上
の
実
地
習
練

を
終
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２.
平
成
１４
年
４
月
１
日
以
降
は

理
・
美
容
師
以
外
の
方
（
イ
ン
タ

ー
ン
等
の
方
）
が
理
容
・
美
容
行

為
を
行
う
こ
と
は
、
一
切
で
き
ま

せ
ん
。

旧
養
成
課
程
卒
業
者
（
平
成
１０

年
度
３
月
３１
日
以
前
の
入
学
者
）

の
方
は
、
平
成
１３
年
４
月
１
日
ま

で
に
実
地
習
練
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
を
逃
す
と
実
地
習
練

の
期
間
が
足
り
な
く
な
る
た
め
、

理
・
美
容
師
の
試
験
を
受
験
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
既
に
ど
こ
か
の
理
・

美
容
所
実
地
習
練
を
実
施
さ
れ
た

方
は
そ
の
期
間
分
を
足
し
て
１
年

以
上
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
平
成

１４
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
そ
の
分

を
足
し
て
１
年
以
上
の
実
地
習
練

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
開
始
前
に
実
地
習
練
開

始
届
を
社
保
健
所
に
提
出
す
る
こ

と
を
お
忘
れ
な
く
！

▼
問
い
合
わ
せ
　

兵
庫
県
社
保
健
所
　
衛
生
課

（
加
東
郡
社
町
１
０
７
５
―
２
・

1
０
７
９
５
◯４２
５
１
１
１
）

現
在
、
特
定
疾
患
の
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
１３

年
４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受

給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
２
月
末
ま
で
に
継
続
申
請
書

に
必
要
な
書
類
を
添
え
、
社
保
健

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、必

要
な
書
類
は
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
保
健
所
健
康

課
（
1
０
７
９
５
◯４２
５
１
１
１
）

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

30
歳
か
ら
の
生
活
習
慣
予
防
に
…

平
成
１２
年
度
「
医
師
に
よ
る
健
康
教
育
推
進
講
座
」
受
講
生
募
集

〔
住
所
〕

〔
氏
名
〕

〔
電
話
番
号
〕

〔
希
望
す
る
コ
ー
ス
〕

　
�
〜
�
コ
ー
ス

　
小
野
市
王
子
町
８
０
１

　
小
野
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宛

肥
満
は
万
病
の
も
と

内　　容
30歳からの脳血管障害
予防
高血圧・心臓病を予防
するために
30歳からの糖尿病予防

講　師
ますむら医院
増村道雄氏

田渕医院
田渕光氏

育が丘クリニック
西山敬吾氏

場　所

小野市
加東郡医師会館
（医療センター）

日　時
2月24日（土）
14時～15時30分
3月17日（土）
14時～15時30分
3月24日（土）
14時～15時30分

コース

㈰コース

㈪コース

㈫コース

子

育

て

離

乳

食

教

室

〜
語
ろ
う
　
作
ろ
う
　
離
乳
食
〜

社

保

健

所

か

ら

理
・
美
容
師
の
旧
養
成
課
程
を
卒
業
さ
れ
た
方
へ

50675 1378―

（表面）

（裏面）
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休日当直医（10日までの分は前月号に掲載）

内科系週日時間外救急診療 10日までの分は
前月号に掲載（ ）

★診療時間は、午前９時から午後６時です。
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

★診療時間は、午後６時から午後９時です。
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（1　7119）
または、消防署（1　0119）で確認してください。

63

63

◎各教室・健診には、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付

◇平日　8時30分～16時30分　＝保健センター
　　窓口で随時行います。妊娠連絡票を持参してください。

★未来のパパママ教室

◇2月9日（出産予定日が平成13年5月・6月の方）
　　　　　9時30分～11時30分＝保健センター

★４か月児健康診査

◇2月5日　12年10月生まれの乳児
◇3月5日　12年11月生まれの乳児
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター

★１歳６か月児健康診査

◇2月19日　11年8月生まれの幼児
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター
　（当日は歯を磨いてきてください）

★一般健康相談

◇2月2日・9日　3月2日・9日　13時～14時＝社保健所（予約制）

★こころの相談

◇2月26日　13時～14時＝社保健所（予約制）

★ネコの引き取り

◇2月5日・19日　3月5日　8時30分～10時＝保健センター

★献血

◇3月2日　10時30分～15時30分＝保健センター
　　　（成分献血は事前に電話予約してください）

★HIV（エイズ）抗体検査

◇2月1日・8日　3月1日・8日　11時～12時
＝社保健所（予約制）（無料・匿名で受けることができます）

★５か月児教室

◇2月7日　12年9月生まれの乳児
◇3月7日　12年10月生まれの乳児
　　　 　　10時～11時30分　＝保健センター
　　　　　　（スプーン・小皿持参）

★１歳児教室

◇2月19日　12年8月生まれの幼児
　　　　　　9時45分～11時30分　＝保健センター

★２歳児教室

◇2月19日　11年1月生まれの幼児
　　　　　　9時45分～11時30分　＝保健センター
　　　　　　（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査

◇2月13日　9年12月生まれの幼児
　　受付時間13時～14時30分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（当日は、歯を磨いてきてください）

健康カレンダー

保健センター
◯3977６３

月　 日 当番医
上・内科医

下・外科医
住　 所 電　 話

2月11日

2月12日

2月18日

2月25日

3月4日

（日）

（祝）

（日）

（日）

（日）

柏 木 医 院

公立社総合病院

ひまわりクリニック

松原メイフラワー病院

田中内科医院

小野市民病院

国立青野原病院

公立社総合病院

伊 佐 治 医 院

小野市民病院

船 木 町

社 町 家 原

神 明 町

社 町 藤 田

新 部 町

中 町

南 青 野

社 町 家 原

神 明 町

中 町

◯ 0199

0795◯5511

◯ 7209

0795◯8851

◯ 3456

◯ 2020

◯ 2233

0795◯5511

◯ 7887

◯ 2020

42

42

42

66

63

63

63

66

62

67

月　 日 当 番 医 住　 所 電　 話

2月13日

14日

15日

16日

17日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

26日

27日

28日

3月01日

02日

03日

05日

06日

07日

08日

09日

10日

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

土 井 病 院

ますむら医院

まつい子どもクリニック

河 合 医 院

曽 野 医 院

坂 本 医 院

小島クリニック

桂 医 院

真 島 医 院

藤本内科医院

依 藤 診 療 所

畑田内科医院

柏 木 医 院

坪 田 医 院

田中内科医院

小野寿仙病院

柏 木 医 院

田 渕 医 院

松本小児科医院

坂 本 医 院

伊 佐 治 医 院

国立青野原病院

土 井 病 院

復 井 町

滝野町上滝野

敷 地 町

粟 生 町

社町東古瀬

社 町 上 中

王 子 町

社 町 大 門

三 和 町

社 町 社

本 町

黒 川 町

船 木 町

西 本 町

新 部 町

復 井 町

船 木 町

滝野町新町

社 町 社

社 町 上 中

神 明 町

南 青 野

復 井 町

◯ 2119

0795◯0704

◯ 7366

◯ 2810

0795◯6299

0795◯6660

◯ 2727

0795◯0252

◯ 2330

0795◯0024

◯ 0028

◯ 7575

◯ 0199

◯ 2752

◯ 3456

◯ 2020

◯ 0199

0795◯0160

0795◯5105

0795◯6660

◯ 7887

◯ 2233

◯ 2119

42

48

42

42

43

42

42

48

67

62

66

66

67

63

66

66

63

63

64

66

65

63

66



ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第
2
弾
を
実
施
し
ま
す
。
前
回

参
加
さ
れ
た
方
、
今
回
初
め
て
参

加
さ
れ
る
方
、
チ
ー
ム
（
1
か

ら
6
名
）
を
組
ん
で
参
加
し
て
、

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

▼日時2月24日（土）

10時から（小雨天中止）

※参加チーム数により、

終了が12時を過ぎる

場合があります。

▼場所　大池総合公園陸

上競技場

▼コース�浄谷・黒川町方

面

（約6.7km）

▼参加方法　1から6名でチームを組んで、事

前に申し込みをしてください。（1名での参

加もできますので申し込みをしてください）

※小学生以下の参加の場合は、保護者が一緒に

歩いてください。

▼申し込み方法　所定の参加申込書に記入のう

え、2月20日（火）までに体育保健課、総合

体育館（アルゴ）、匠台公園体育館（おのア

クト）、各会館へ申し込んでください。開催

要項は前記それぞれの受付にあります。

※当日の参加もできますが、参加チーム数を把

握するため、できるだけ事前に申し込みをお

願いします。

▼問い合わせ　総合体育館

12
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
は
、
12
月
23
日

（祝）
に

ク
リ
ス
マ
ス
ウ
ォ
ー
ク
と
題
し
て
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
、
48
チ
ー
ム
約
2
0
0
名
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
未
知
の
コ
ー
ス
を
コ
マ
図
（
交
差
点
や
分
岐

点
だ
け
を
記
載
し
た
コ
ー
ス
図
）
と
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
手
に
し
て
挑

み
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
て
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
を
さ
れ
た
参
加
者
は
、

チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
が
係
員
に
よ
っ

て
採
点
さ
れ
る
の
を
見
な
が
ら
、

歩
い
て
き
た
コ
ー
ス
を
振
り
返

り
快
い
疲
労
感
に
満
足
げ
で
あ

り
ま
し
た
。

▼ウォークラリー上位チーム

1位　仲良し元気チーム　98点

2位　モジャリンコ　94点

3位　マイペース　93点

4位　古川チーム　91点

5位　わにの子、よせあつ

めーず2号　 89点

（100点満点）

▼各賞達成者数は次のとおり

100万歩達成者　92名

200万歩達成者　56名

300万歩達成者　14名

400万歩達成者　5名

600万歩達成者　2名

700万歩達成者　1名

コミュニケーション賞　23名

1
0
0
万
歩
達
成
者
 
９２
名

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課　〒675-1380　小野市王子町806-1　　0794（63）1000

FAX 0794（63）6600　ホームページアドレス　http://www.city.ono.hyogo.jp

2
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

ハートフルウォーカー
募集中

ウォーカー宣言者

3,034名
（平成13年1月16日現在）

【締 め 切 り】 平成13年2月28日（当日消印有効）

【投　　　稿】・作品は自作未発表で、一人一首に限ります。

・1,000円の郵便小為替を作品に同封して郵送。

・投稿は所定の用紙（様式）でお願いします。

【発　表　会】5月19日（土）市民会館大ホール

【問い合わせ】生涯学習課内　上田三四二賞係

 　 63  1000

作品募集締め切り迫る

あなたの１首おまちしています！あなたの１首おまちしています！

第12回短歌「上田三四二賞」

〜

１２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら

12／20

11／23


